
お問い合わせ、ご連絡先

●編集/学生支援委員会（学生広報・修学支援調査小委員会）／市田健介（海洋生命科学部）／松本洋平（海洋工学部）／
山中寿朗（海洋資源環境学部）／福岡美香（大学院海洋科学技術研究科）

●事務/学生サービス課　学生生活係　●発行/東京海洋大学　TEL03（5463）0433  FAX03（5463）0437
ホームページ　https://www.kaiyodai.ac.jp/

『拓海』は環境に配慮し、リサイクルペーパーを使用しています。

東京海洋大学 学生情報誌 ■

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

❸
❼
12
14
19
22
23
24
26
27
28
29
33
35

2021年度  旅立ち
卒業特集

卒業生・修了生のみなさんへ
卒業生・修了生から在学生へ

卒業、修了する先輩留学生から在学生へ

退職の年を迎えて

大学院紹介

グローバル人材育成プログラム

海洋工学部国際交流プログラム

業界で活躍しているOB・OGの方々

海鷹祭の紹介

新任教員の紹介

学生の課外活動報告

ニュース&トピックス

学生相談室からのお知らせ

お知らせ



2

C
O

N
TE

N
TS ◆2021年度  旅立ち

■卒業特集
　◎卒業生・修了生のみなさんへ

「イノベーション」	 井関　俊夫……❸
卒業する皆さんへ	 黒瀬　光一……❹
卒業生・修了生のみなさんへ	 元田　慎一……❺
賢明に生きよ	 田中　祐志……❺
「母校」は「母港」	 兵藤　哲朗……❻

　◎卒業生・修了生から在学生へ
在校生の皆さんへ	 山下　　凌……❼
「充実した大学生活」	 岩本　夏実……❼
「飛び込む勇気」	 海野　七美……❽
「後輩たちへ」	 吉川航太郎……❽
在校生の皆さんへ	 倉賀野太一……❾
隗より始めよ	 東富　隆馬……❾
負け	 板坂　果林……❿
在校生の皆様へ	 五味渕有花……❿
“学び”を“修める”ということ	 竹谷佳弥乃……⓫
いま、在学生に伝えたいこと	 中村　綾花……⓫

　◎卒業、修了する先輩留学生から在学生へ
一緒に乗り越えましょう！	 朱　迅　霏……⓬
卒業する先輩留学生から在学生へ
	 王　易　石……⓭

■退職の年を迎えて
「人生、わらしべ長者が如く」	 東海　　正……⓮
定年に想う	 田中　栄次……⓮
海洋大生は海に行きましょう！	 藤田　大介……⓯
本学での教員生活を振り返って	 釜田　和利……⓯
定年を迎えて	 池谷　　毅……⓰
環境と開発、どちらに軸足をおくか？
	 鶴　　哲郎……⓰
In	the	Year	of	Retirement
	 Yuttana	Theparoonrat……⓰
定年の年を迎えて	 堀内　　敦……⓱
退職の年を迎えて	 徳永　晴徳……⓲
退職の年を迎えて	 北野　庸介……⓲

■大学院紹介
海洋システム工学専攻	 塚本　達郎……⓳
海洋生命資源科学専攻	 濱崎　活幸……⓴
応用生命科学専攻	 廣野　育生……�

■グローバル人材育成プログラム
海外とのオンライン交流で得た大きな学び
	 川野　桃子……�
コロナ禍での海外留学	 小林　　葵……�

■海洋工学部国際交流プログラム
海外インターンシップでの経験	 松田虎太郎……�
海外インターンシップに参加して
	 田中　慎也……�

■業界で活躍しているOB・OGの方々
日本の水産行政の最前線	 村井　彩子……�
学生の皆さんへ	 佐藤　佑香……�

■海鷹祭の紹介
第62回海鷹祭を終えて	 髙橋　宏知……�

■新任教員の紹介
海洋電子機械工学部門	 藤田　　渉……�

■課外活動報告
ギター部	 伏見　理子……�
海事普及会	 平野　　武……�

■ニュース&トピックス　　　
・品川キャンパス　オンライン父母等懇談会……�
・2021年度海洋工学部父母等懇談会	……………�
・令和3年度9月期学生表彰授与式を
　　　行いました	……………………………………�
・令和3年度9月期学位記・
　　　修了証書授与式を挙行しました	 …………�
・令和3年度10月期大学院入学式を
　　　挙行しました	…………………………………�
・汐路丸竣工披露式を開催しました	……………�

■学生相談室からのお知らせ
・学生相談室について	………………………………�
・学生相談体制について……………………………�

■お知らせ
・就職支援体制について……………………………�
・国立科学博物館および
	 国立美術館の利用について……�
・緊急時連絡システムについて……………………�
・ネットワーク障害防止のための注意事項	………�
・学生関係窓口からのお知らせ	……………………�
・悪質な就活商法に関する注意喚起	………………�
・東京海洋大学校友会のご案内……………………�
・掲示板	………………………………………………�



卒業生、
　修了生のみなさんへ

2021年度　旅立ち

3

　皆さん卒業・修了おめでとうございます。新型コロ
ナウイルスによるパンデミックが起こっている中、た
くさんの苦難を乗り越えて、社会に旅立つ皆さんに心
からのエールを送ります。この２年間で社会のあちら
こちらに綻びが生じて、最近は「VUCA（ブーカ）の
時代（変動性が高く、不確実で複雑、曖昧な時代）」な
どと呼ばれています。このような時代であるからこそ、
本学の校歌にあるように「時代 ( とき ) は正 ( まさ ) に
　若者の　鉄の腕 ( かいな ) と　英智に宿る」のだと思
います。荒波を乗り越えて卒業・修了に漕ぎつけた皆
さんには、確固たる自信を持って、大いに活躍して欲
しいと思います。
　ところで、令和３年度後学期に「海洋アントレプレ
ナーシップ養成セミナー：海の起業論Ⅰ」が開始され
たことはご存知でしょうか。卒業生・修了生の中にも
実際に履修した人がいるとは思いますが、少しこの講
義の話をさせて下さい。この講義は、婁小波副学長の
主導のもと、中原尚知先生、川名優孝先生、設樂愛子
先生を始め、多くの先生方の献身的な努力によって開
講されました。「アントレプレナーシップ」とは、一般
的に「起業家精神」などと訳されていますが、中原先
生の講義では、オーストリアの経済学者シュンペーター
が著書の中で述べた「企（起）業家 (entrepreneur)」
がもとであるとの説明がありました。以下、私の理解
した範囲で話を進めさせて頂きます。シュンペーター

によれば、「企業家」とは「新結合」を遂行する人で、「新
結合」とは「新しい組み合わせによって新たな価値を
創造すること」、すなわち最近よく耳にする言葉「イノ
ベーション」に相当する言葉だそうです。卒業生・修
了生の皆さんが実際に「起業」するかどうかは別として、
この春から所属する組織の中で「新しい事業の立ち上
げ」に関わる可能性は低くはないと思います。それは
まさに組織内における「起業」であり、皆さんはそこ
で「イノベーション」を起こす任務を与えられるかも知

「イノベーション」

学　長
井　関　俊　夫
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　皆さん、卒業おめでとうございます。

思う存分、海洋大学を満喫しましたか？

　大学生活を振り返ってみると、いろいろ

なことが思い出されることでしょうね。皆さんがこれから

社会に出て、日本あるいは世界で活躍していく際に、海洋

大学で経験した様々なことを生かして欲しいと心より願っ

ています。海洋大学で何を学んだか、それをこれからの人

生にどう生かすか、学問だけではなく、身の処し方、人と

のつながり、時には理不尽に感じるような経験をしたかも

しれませんが、その全てが皆さんの財産です。私自身、振

り返ってみると、学生時代に経験した様々なことがその後

の人生の基盤となっているように感じます。

　皆さんがこれからの人生で出会うさまざまな課題には、

必ずしも正しい答えがある訳ではありませんし、答えは1

つとは限らずいくつもある、という場合もあります。さあ、

どうしましょう。そのような時、海洋大学で身に付けた課

題解決能力や様々な経験がきっと皆さんの力になってくれ

ることでしょう。海洋大学では、皆さんが答えの用意され

ていない課題に挑み、自分の頭で考え、解決策を導き出

していけるような人間に育つよう教育をしてきたつもりで

すし、海洋大学を卒業した皆さんはそのような人間に育っ

ているものと確信しています。皆さんには、そのような東

京海洋大学を卒業したというプライドを持って社会に羽ば

たいていただきたいと願っています。

　一方、皆さんの心に留めおいていただきたいことが一つ

あります。それは皆さんの活躍や成したことは東京海洋大

学卒業生の事績として社会に刻まれるということです。サ

ケの母川回帰という訳ではありませんが、皆さんの活躍が

海洋大学に帰ってくる、すなわち、海洋大を一流たらしめ

るのはこれからの皆さんの双肩にかかっているといっても

過言ではないのです。そういう意味で、今後もたゆまぬ努

力をお願いし、また、期待しています。

　皆さん、ご卒業、本当におめでとう！

●　　●　　●

卒業する皆さんへ
れません。そこで一つ重要なことを付け加えます。シュ
ンペーターは、「イノベーション」を起こすためには「創
造的破壊」が必要であると言っていることです。つまり、
既定路線に固執して、いつまでも同じことをやってい
てはダメだということです。
　皆さんは、かつて携帯電話といえば「ガラケー」が
ほとんどであったことを記憶していると思います。「ガ
ラケー」が「ガラケー」と呼ばれるようになった原因
においても「イノベーション」が関係していました。
国内の各メーカーが携帯電話の開発競争を行っている
間に、プッシュボタンを廃止するという「創造的破壊」
を行い、「携帯電話」と「情報端末」の「新結合」を実
現した「スマホ」が現れたためです。人気製品の高性
能化・高機能化を追求し続けることはメーカーとして
当然のことだと思いますが、いわゆる「成功の罠」に陥っ
たことになります。一般的に、「成功の罠」から逃れる
ことはかなり難しいと言われています。
　一方で、全ての「創造的破壊」が「イノベーション」
につながるわけでもないようです。「ガラケー」の場合
では、「携帯電話」ではなく、「情報端末」が多くの人に
求められていたことが原因のように思えます。単にヒッ
ト商品を生み出すのではなく、真の意味での「イノベー
ション」を起こすためには、人間の本質を追求する必
要があると思います。言い換えれば、人間の幸せを考え、
人間の豊かな生活を思い描く能力が「イノベーション」
を起こすのだと思います。過去に縛られない自由な発
想で、これまでにない幸福感や豊かな生活を思い描く
ことができるのは皆さんのような若者です。スティー
ブ・ジョブズは 21 歳でアップル社、ビル・ゲイツは
22 歳でマイクロソフト社を創業したそうです。「時代
( とき ) は正 ( まさ ) に　若者の　鉄の腕 ( かいな ) と　
英智に宿る」のではないでしょうか。この「VUCA の
時代」を皆さんが明るく切り開いて行くことを期待し
ています。
　「起業」に興味を持った人は令和 4 年度の「海の起業
論Ⅰ」を受講して下さい。卒業生であっても科目等履
修生として受講できます。もっと真剣に勉強したいと
思う人は、是非、社会人学生として本学に戻って来て
ください。現場の実態や困難を知ったうえでこそ、発
想できる「新結合」があると思います。東京海洋大学は、
そのような皆さんのために、今後リカレント教育にも
力を入れて行きます。

●　　●　　●

海洋生命科学部長
黒　瀬　光　一



5

方法が上手く行って会社から特大のボーナスが出たら、ぜ

ひ海洋大基金にご寄付を！ご活躍を祈念いたします。

●　　●　　●

　卒業生のみなさん、おめでとうござい

ます。ほとんどのみなさんは大学生活を

終えて社会に飛び込むことになり、今は期

待と不安が入り混じった気持ちでしょう。でも、私は心配

していません。なぜならみなさんは2年間以上、本学に身

を置いて、そこで得た海洋大スピリットを身に付けている

と思うからです。それは具体的には何でしょうか？ひとつ

は本学の教育目標である「実学主義」です。それは３現と

よばれる、現実、現物、現場を理論的・学術的に検証しつつ、

最も大事なことは現場に行って現物をカタチにすることと

する考え方です。なんとなく分かるな、という気になった

ら、それがみなさんのアドバンテージです。社会に出て日々

の業務で悩んだら、本学で学んだ「実学主義」の考え方

に立ってみて下さい。何か解決方法がみつかるかもしれま

せん。さて、もう一つ。近年では大学卒業後の３年離職

率が30％を超えると言われていますが、それは単に若い

人の我慢が足りなくなったからだとは私は思いません。現

在、我が国は「失われた10年」と言われる長期の景気低

迷期が続き、またここ数年はコロナ禍のためにさらに経済

成長の低迷が余儀なくされています。そのために会社が若

い人を教育する余裕がなく、入社直後から成果を求められ

ることが一因であると思っています。でも、これは全ての

新入社員に課せられるのでみな同じ。では違いは何でしょ

うか？それは、気の乗らない与えられた仕事に対して「如

何に興味を持つことができるかどうか」であるように思い

ます。指示されて行う仕事がいつも楽しいとは限りません。

自分には合わない、でも仕事だから仕方ないと思って我慢

していると、ストレスによっていつか心が限界に達してし

まいます。それを解消する方法は、お酒を飲む、友人と話

す、旅行に出かける、など人それぞれですが、そもそもス

トレスを溜めない方法は何でしょうか？それは何事にも興

味をもって楽しむことだと思います。興味があれば何か面

白いことをみつけられます。面白いと思えばそこに至る苦

労がかなり軽減されるのではないでしょうか？卒業研究や

大学院での研究が夜遅くまで何日も続けられたのは、そ

こに自分から興味を持って取り組める、面白いと思える要

素があったからではないでしょうか。もし会社に入って悩

んだら、「実学主義」、また「興味を持って面白がる」。これ

を試してみて下さい。そして、最後にもう一つ。もしこの

　就職する人も進学する人も、おめでとう。

　大学に入るまで、さらに入った後も、

努力を重ねてここまで来た。とりわけ今卒

業する君は、最後の二年に非常なる困難に直面しながら、

時には歯を食い縛り兀々と何かを築いてきた。苦しい日も

あっただろう。それでも卒業を成し遂げた君を心から尊敬

し祝福する。君自身も己を正当に称賛すべきである。

　さあ、今からは己が定めた目標へと己の力で進むのだ。

行け、青年！

　だけど気をつけろ。前途には魑魅魍魎が潜んでいる。気

候激変、異常気象頻発、海水位上昇、海水 pH 低下、酸

欠水域拡大、局地的 / 全球的生態系崩壊、資源･エネルギー

･食料 ･ 水の枯渇、パンデミック恒常化、人口激減 / 激増、

人心荒廃、国際紛争、さらに天変地異、･･･を齎す強大な

怪物だ。今はヒトが棲むこの星が何十億年も掛けて築いて

きたものを、これからたった百年ほどの間、即ち君らの時

代にぶち壊し得る。できるなら退治したい。しかし実は、

ヒトが挑んでも全く太刀打ちできないかも知れない。

　ではどうする？力ではなく知恵で対処しよう。怪物の正

体を調べ尽くし、眠らせるのが最善策だ。策を練るのは知

者の役目である。日本唯一の海洋大学で鍛えられた学士

である君の出番だ。君は難敵に怯まぬ志と力を持つ特殊

なタレントなのだ。怪物が暴れ出したなら、地球外に逃げ

るか、地球上では衝撃を最小限に防ぎ壊滅を避けるしかな

い。だから君、頑張ってくれ。

　ただし「頑張れ」は「事に当たって冷静かつ誠実に対処

せよ」である。強大な怪物を抑えるには長期的で総合的

な策が要る。「人類には時間が無い」などと煽られ突っ込

んで破滅するのは無謀だ。己の命を大切にしろ。懸命も

良いが賢明に生きよ。有事に於いては、君の持つ知識、

技術、装備、物事への見方や当たり方、さらには人との繋

がり等々総てを投入し最善を尽くせ。平時に於いては「治

にいて乱を忘れず」日々成長する人であれ。

　前途に幸多かれと祈る。

卒業生・修了生のみなさんへ

賢明に生きよ

海洋工学部長
元　田　慎　一

海洋資源環境学部長
　田　中　祐　志
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　大学院を修了される皆さん，まずは

おめでとうございます．この2年間はコ

ロナ禍の2年間でもあり，研究生活にも大

きな影響があったと思います．おそらく国内・海外の対面

学会にも殆ど参加できなかったのではないでしょうか．他

校の学生さんや研究者との交流は，大学院研究生活の一

翼を担うため，それらのチャンスをリモートなどで代替せ

ざるを得なかったのは残念です．

　そんな状況下でも，皆さんは研究に勤しみ，立派に修

士論文や博士論文を完成させることができました．その

過程で，指導教員や研究室の学生さんとのオンラインゼ

ミもあったと思います．それと対面のゼミと比較した場合，

人と人が対面で顔を突き合わせて議論することに，「創発」

的な相互作用が生じることに気づかれたのではないでしょ

うか．私の経験では，相手の表情や，何気ないジェスチャー，

誰かの独り言…などリモートでは伝わらない要素が「創発」

を産むのだと思います．リモート時代とはいえ，是非，対

面の効果を尊重して下さい．

　これから社会に旅立つ学生さんには，本学「母校」は「母

港」でもあることを覚えていてもらいたいと思います．昔

と異なり，転職があたり前の世の中になりつつあります．

転職すると，前後の職場間のつながりは失せてしまうで

しょう．しかし指導教員や大学院生・卒論生と過ごした研

究室は「母港」としてあなたを迎え入れてくれると思いま

す．特に指導教員には折を見て現況報告をお願いしたいで

すね．皆さんは，時として，大海を漂う船となることもあ

るでしょう．しかし，連絡手段が確保できていれば何とか

次の一手も見出すことができるでしょう．

　大学院生活で得た貴重なスキルや成果を社会で活かし

て，是非，充実した良き人生を謳歌して下さい．

Bon voyage !

 

●　　●　　●

「母校」は「母港」

海洋科学技術研究科長
兵　藤　哲　朗
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に私がおすすめするのは、生物の飼育です。例えば魚を
飼育する際に健康に育てるためには、決まった時間に餌
をやり、定期的に水槽のメンテナンスをする必要があり
ます。そうして世話をするうちに、自分自身も規則正し
い生活を送れるようになります。また、毎日好きな生物
を見られるため、より幸せな人生になると考えます。た
だ、わかっている方がほとんどであるとは思いますが、
最後までしっかり面倒を見ることが前提です。途中で飼
育放棄してはいけません。
　結局のところ、自分を律することができるのは自分自
身です。皆さんが後悔の無い、充実した大学生活を送
れるよう願っています。

●　　●　　●

　私は、大学生活はこれまでで最も自由に行動できる時
間であったと感じています。そのため皆さんに伝えたい
のは、とにかくやりたいことをやってほしい、というこ
とです。また、近年はコロナ禍ということもあり、世の
中の情勢に柔軟に対応していく必要があります。行動が
制限される中で、何ができるのかを考え、とにかく行動
することが重要であると考えます。私の場合はかなり極
端な例ですが、ゼミや授業がオンラインであることを活
かし、実家へ帰省し、毎日地元の川に潜ったり、フィー
ルドへパソコンを持っていき、オンライン授業を受けて、
すぐに生物採集をおこなったりしていました。
　オンラインということで、自宅で自堕落な生活を送り
がちになってしまう人がいるかもしれませんが、本当に
もったいないです。大学生活ほど自由な時間はほとんど
の人の場合、当分やってきません。それを回避するため

在校生の皆さんへ

海洋生命科学部　海洋生物資源学科4年
山　下　　　凌

　気がつけばあっという間に過ぎ去った4年間でした。
有難いことに、大学生生活最後にこのような皆様に向け
ての言葉を書かせていただける機会をいただきました。
恐縮ではございますが、私が思う大学生の間にやるとい
いことをお伝えしようと思います。皆様の心に少しでも
留めていただけるとうれしく思います。
　まず、何にでも新しいことに挑戦してください。それ
は勉学でも、部活でも、アルバイトでも、恋愛でも構い
ません。迷うこともあれば、失敗を恐れることもあるで
しょう。失敗してもいいじゃないですか。今、この時楽
しめることや面白く思うことは、将来、歳を重ねても変
わらず楽しめるとは限りません。ただ、その時感じたこ

「充実した大学生活」

海洋生命科学部　食品生産科学科4年
岩　本　夏　実

野生のアナグマに遭遇し、喜ぶ筆者



8

とや考えたこと、楽しい思い出は先に繋がると思います。
今を逃すのは、勿体ないです。
　また、健康には十分配慮してください。体を壊してし
まうと何もできなくなってしまいます。前述した、新し
いことへの挑戦だけでなく、日常生活も満足に送れない
のは非常に残念なことです。健康のために、栄養バラン
スのとれた食事、適度な運動、十分な睡眠をとるのは難
しいとは思いますが、少しでも心がけていきましょう。
私自身も全て行える日はほとんどありませんが、実行で
きた翌日はとても調子がいいという体感があります。
　少々説教めいた話になってしまいましたが、皆様がこ
の先、充実した大学生活および人生を送れるよう、お祈
りしております。

●　　●　　●

　苗字に「海」が含まれるというだけの理由で何とな
く志望した私は、入学後も漁業や海洋にさほど興味は
なく、今となっては貴重なフレッシュマンセミナーで
の乗船も、盛大な船酔いで大半の記憶がありません。
そんな私も、漁村滞在を経験するなどして漁業の面白
さを知り、来年から引き続き大学院で勉強します。
　きっかけは、授業で話を聞くなかで、「実際の漁業っ
てどんな感じなのかな」と思ったことでした。思い切っ
て、授業に漁師さんを招いたりしていた現在の指導教
員の先生に連絡を取り、インターンシップを紹介して
もらい、三重県の漁村で1か月過ごすことになりました。
養殖漁師さんの仕事を手伝いながら過ごすうちに、今
まで抱いていた漁業のネガティブなイメージは覆って

「飛び込む勇気」

海洋生命科学部　海洋政策文化学科4年
海　野　七　美

いきました。朝5時に初めて沖に出た時の景色と、潮の
香りは、今でも記憶に残っています。漁業は生命産業
なのだという実感が初めて湧き、食を支える漁師とい
う仕事に尊敬の念を抱くようになりました。
　インターンが終わってからも、漁業、漁村について
更に知りたいと感じ、また思い切って、資源管理や漁
村の有志の勉強会（学生団体）にも参加するようにな
りました。全く漁業に触れてこなかった私でさえ熱中
するほど、漁業は面白く、奥が深い世界です。そして、
少し行動しただけで、ここまで大きく環境を変えるこ
とができるのは、海洋大の強みだと思います。
　少しでも興味のある人は、勇気をもってその世界に
飛び込んで欲しいと思います。今更、なんて思わなく
て大丈夫です。それだけで、大学生活がもっと豊かに
なりますよ。

●　　●　　●

　船に乗りたくて入学してきた人、家が近いから入学
してきた人、国立で偏差値が低いから入ってきた人、
いろいろいるだろうけど、特に今までは満足な学生生
活を送れなかったんじゃないかなぁと思う。かくいう
僕も、やりたいことを全てできたわけではないし、思
い描いていた学生生活には到底及ばない、平凡な毎日
を送ってきたわけで、、、
　東京海洋大学、謎の英語民間試験推し、越中と品川の
政治はあるわ、水産専攻科行くなら初めから越中来い
やとも思うし、大教室寒いのに施設管理課は知らんふ
り。ライブキャンパスは使いづらいし、寮は無法地帯

「後輩たちへ」

海洋工学部　海事システム工学科4年
吉　川　航太郎

ある日のお昼ご飯（自作）
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だし、八朔酸っぱい。先輩らも文句ばっかり言って卒
業していった。それでも、146年の歴史はすごいと思う。
就職活動をしたからわかるが、多くの企業の人事は海
洋大学を知っているし、ご年配方は「商船大、すごい
ね」と言ってくれる。それは今までの先輩方がいろん
なところで活躍し、日本を背負ってくれたからだと思
う。そんな歴史の中の一人として、僕らは何ができる
のか、今すぐ答えを持てとは言わないけれど、ちょっ
とでも意識して学生生活を送れば、きっと何か変わっ
てくるはず。諸君ももう解るだろう、大学の4年間はあっ
という間だったから。特別な何かを成し遂げられない
としても、ボーッとただ過ごすのはもったいなすぎる。
高尚なフリでもいい、頑張ってほしい。

●　　●　　●

　こんにちは。この頃、大学生にとって生きにくいの
か生きやすいのかよくわからない世の中ですが、いか
がお過ごしでしょうか。このような機会がなければ、
自分の大学生活についてじっくりと振り返ることなく
卒業していたと思われるわけで、改めて自分の記憶を
辿っていきたいと思います。
　船乗りのふの字も知らない私が入学した4年前。3
年生の乗船実習では、これが最後の船かと思いながら
下船したことをはっきりと覚えています。そんな私が
なぜ船に乗る選択をしたのか。はっきりとはわかりま
せんが、自分の将来のことについてしっかりと向き合
うことができたからこその選択だったような気がしま
す。これは1人でできることではありません。家族や友
人など様々な人の意見を取り入れることが重要だと思
いました。周りを気にしすぎたり、独りよがりになっ
てしまうことは避けてください。まだ経験していない
未来について自分だけで考えることは限界がありま
す。時には周りの流れに身を任せることも良いでしょ
う。その上で最終的には自分で選ぶことがとても大切
だと思います。この２つのバランスを取ることが難し
いのです。しかも、この選択が正しいのか正しくない
のかは誰もわからないわけで、正解のない選択の難し
さに改めて気付かされました。
　在校生の皆さん。残りの学生生活を存分に楽しんで
ください。益々のご活躍を期待しております。

在校生の皆さんへ

海洋工学部　海洋電子機械工学科4年
倉賀野　太　一

　在学生の皆様、こんにちは。海洋工学部流通情報工
学科4年の東富隆馬です。「拓海」に原稿執筆できて、
とても嬉しいです。今回のテーマは、「卒業生・修了生
から在学生へ」とのことなので、老婆心ながら在学生
に向けて、いくつかアドバイスを送りたいと思います。
　私は高知県の出身です。高知県出身の有名人に岩崎
弥太郎（三菱財閥の創始者）がいます。岩崎弥太郎は、
本学との関係も深く、実は本学の創立者だったりしま
す。彼の残した言葉の一つに「機会は魚群と同じだ。
はまったからといって網を作ろうとするのでは間に合
わぬ」というものがあります。一網打尽にできる魚の
大群を発見したとしても、発見後に網を作り始めたの
では、魚に逃げられてしまいます。絶好の機会という
のは過ぎ去るのが早く、それ故チャンスを掴み取るた
めには、常に準備が必要なのです。
　チャンスを掴むための “準備” とは、一体何なのでしょ
うか。それは、毎日を全力で生きることだと私は考え
ています。毎日を全力で生き、常に自分の限界にチャ
レンジすることで、初めて自分を成長させることがで
きます。そして、この成長の積み重ねが、いつか大き
な物事を達成するための、大きな原動力になると私は
確信しています。
　以上、拙い文章でしたが最後までお付き合いいただ
き、ありがとうございました。在学生の皆様の益々の
ご活躍を期待しております。

●　　●　　●

隗より始めよ

海洋工学部		流通情報工学科4年
東　富　隆　馬

春の井の頭公園
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　大学生活を振り返って皆さんは何回負けを味わいま
したか。私は優に 100 回は負けています。私は大学 4
年間女子バスケ部に所属していました。海洋大女子バ
スケ部は部員が毎年 4 ～ 5 人と少ないです。部員が少
ないので練習では男子と試合をします。この 4 年間で
何回負けたのか数え切れません。どれだけ練習しても
高く、力強くなれない悔しさを何度感じたのかも数え
切れません。それでも私たちは練習しました。コロナ
禍でも自主練をしました。ずっと同じ繰り返しのよう
に思えた練習も、実は螺旋階段のように少しずつ実力
がついてきたのだと気づいた時にはもう引退していま
した。たくさんの負けを経験した私からすると、負け
る事は悪い事や恥ずかしい事ではないと思います。
　ところで皆さんは「鬼滅の刃」を見ましたか。鬼滅の
刃を例にとると、勝ちや強さに執着して鬼になるより
も、死をもって善を貫いた煉獄さんの方がかっこいい
と思います。日常生活でも「とにかく結果を出せ」や「変
化に適応しろ」というまるで「鬼にならないか」とい
う誘いを私たちは受け続けている気がします。「己の弱
さや不甲斐なさにどれだけ打ちのめされようと、心を
燃やせ」と、煉獄さんが最期に言い残します。
　私は、例え負けようと人として善くあることの価値
を大切にしたいです。そしていつか社会にその価値を
提供できる仕事がしたいです。
　今この一瞬もその価値が皆さんに伝わっていたらい
いと願います。

●　　●　　●

負け

海洋資源環境学部　海洋環境科学科4年
板　坂　果　林

　皆様いかがお過ごしでしょうか。充実した日々をお
過ごしでしょうか？私が大学で過ごした４年近くの
日々は想定外の連続でしたが非常に充実したものでし
た。私の４年間の日々から在学生の皆様へお伝えでき
ることは，新しいことにこそ進んで挑戦してほしいと
いうことです。
　私は主に生物分野の勉学をしたいと考え本学を受験
し入学しました。しかし，日々講義を受け、新しい知
識を身につけていると自分の興味を持った分野は入学
当時の想像とは全く異なる分野でした。入学当時から
の目標を初志貫徹することももちろん素晴らしいこと
だと思います。しかし、日々新しいことを吸収してい
く中で自分の意思や価値観が変化していくことも大事
な瞬間であるということを皆さんには知っていてもら
いたいです。
　加えて、そのような経験が出来たのは紛れもなく日々
の講義や研究を支えてくださった先生方や日常をとも
に過ごした友人達のおかげです。私にとって大学とい
う場は勉学の場だけでなく，信頼できる人との人間関
係の構築の場でもありました。社会に出れば他人と 0
から信頼関係を築くことは難しいものだと思います。
そのため，長い人生の中でこのような機会は非常に貴
重です。
　最後に，在学生の皆様の中には思い描いていた大学
生活とは少し別の景色が広がっている人も多いのでは
ないでしょうか。先が見えてこない人もいらっしゃる
かもしれません。そのような時こそ，将来心から目指
し た い 道 が 分
かったときに後
悔のないよう今
自分がいる環境
を大事にしてく
ださい。皆様の
残りの大学生活
が少しでも有意
義なものになる
ようお祈り申し
上げます。

在校生の皆様へ

海洋資源環境学部　海洋資源エネルギー学科4年
五味渕　有　花

女子バスケ部の部員たち（左から3番目本人）
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【学ぶ】まねてならう。見聞した物事をそのまま人に語
り告げる。教えを受けてならう。

【修める】学問・技芸などを学んで、自分のことにする。
習得する。（いずれも広辞苑より、引用）
　この原稿を読んでいる在学生の皆さんは、 “学ぶ” こ
とにどんなイメージをお持ちでしょうか。私が約六年
前、東京海洋大学に進学を決めたとき、 “学ぶ” ことは「教
えを受けてならう」ことでした。ですが、修士生とし
て学びを “修める” 立場になった今、学びを自分のこと
にする＝「修める」重要性を感じます。そして、大学
院生活を通し「自分ごととして興味を持つ心」が自然
と “学び” を “修める” ことにつながったと感じています。
　私が所属する食品流通安全管理専攻は社会人学生の
方も多く在籍しています。授業でケース演習（実際の事
件・事故をもとに、問題点や再発防止策を考える学習方
法）を行うと、社会人の方々の「もし、自分の会社が同
じ状況だったら、、、」という視点がリアルなことで、議
論は活発になりました。こう書くと、社会人経験のない
学生には難しい様に見えますが、そうではありません。
例えば研究室のゼミで他の人の成果発表を聴講した際、

「自分が発表者のあの子だったら、次の実験はどうする
だろう」や「自分の課題点が、この子の実験方法で解決
できるのではないだろうか」というスタンスを持つだ
けで、吸収出来ることは大いに変わると思います。
　 “学び” の機会に溢れている在学生の皆さんには、ど
んな時も当事者意識を持つことで、より多くのことを“学
び” “修めて” 欲しいと思います。

　私は、19 歳から 27 歳までの 9 年間、人生の 3 分
の 1 にあたる時間を東京海洋大学で過ごしてきました。
今振り返ってみると、特に研究室で過ごした 6 年間は、
これまでの人生の中で最も刺激的で大きく成長できた
素晴らしい期間であったと断言できます。限りある学
生生活の中で、何に重点を置くべきかを私なりに結論
づけたので、在学生の皆さんに共有したいと思います。
　まず前提として大事なことは「知識に貪欲になるこ
と」だと思います。現代は情報が溢れ、スマホでなん
でも調べることのできる時代です。自分を取り巻くす
べての環境について興味を持ち、知識を更新すること
を忘れないでください。更に、大学内には各分野の有
識者である先生方がいらっしゃいます。興味を持った
こと、疑問に感じたことをすぐに質問できることは学
生の特権です。蓄積した知識は自分にとっての財産で
あり、いつか想像もしない状況で役に立つでしょう。
　そして、最も重要なことは「常に考える習慣を身に
着けること」だと思います。インターネットで調べて
も答えのない問いに向き合うことこそ、学生生活、更
には人生そのものを切り開いていく鍵となります。自
分は何のために大学に進学し、今この時間をどう過ご
すべきなのか、常に将来を見据えて行動すれば、有意
義な学生生活につながると思います。一方で、ただ黙々
とひとりで考えるだけでは、新しい発想や思考は生まれ
てきません。そのため、大学ではより多くの人と交流し、
様々な経験をしてください。そこで出会う新しい人脈
や価値観は、人生をより豊かなものにするはずです。
　偉そうなことを書きましたが、私もまだまだ修行中
の身です。「現

い ま

在」はすぐに「過去」と自分に言い聞かせ、
理想の将来像に向かって前進していきましょう！

“学び”を“修める”ということ いま、在学生に伝えたいこと

大学院海洋科学技術研究科　食品流通安全管理専攻2年
竹　谷　佳弥乃

大学院海洋科学技術研究科　応用生命科学専攻3年
中　村　綾　花

旅行先にて（写真中央） ポスターセッション会場にて (筆者右 )
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大においては、さまざまな国からの方が大勢いらっしゃ
います。それによって、普段英語や日本語を生かしてコ
ミュニケーションする部門・研究室があります。自分現
在のいる場所と関係いなく、会話は人の距離を縮めるこ
とだ。異なる国で暮らしても、友達になれるものです。
対面できないからこそ、会える日はさらに楽しめられる
でしょう。
　日本にいる方も、しっかりコミュニケーションを取り
ましょう。先輩と先生の経験が豊富なので、必ず勉強に
なれると思います。友達を多く作って、生活を楽しめま
しょう。また、研究中には、失敗がたまにもあるでしょう。
これらの失敗を経験にし、挫けないように、前に踏み出
しましょう。
　以上、自分なりのアドバイスですが、参考になれば嬉
し限りです。

●　　●　　●

　海洋大留学生の皆さん、いかがお過ごしでしょうか。
今年といえば、やはりコロナ禍ですよね。日本だけでは
なく、全世界においても、不安に陥っています。コロナ
の収束はいまだ見えぬうちに、入学や卒業が近づいて
います。私も今年卒業生になります。コロナがあったに
も関わらず、４年近くの充実大学生活を送っていました。
大満足だと言っても過言ではありません。そこで、卒業
留学生として、自分なりの経験やアドバイスを伝えさせ
ていただきたいです。
　まずは日本語力と英語力を高めてみましょう。日本に
未だ入国になっていない方にとっても、既に日本で暮ら
している方にとっても、言語力は大切だ。研究生活にお
いては、さすがに母語だけは足りないと思います。海洋

一緒に乗り越えましょう！

海洋生命科学部　海洋生物資源学科4年
朱　迅　霏
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立ち上げるところで、私も海南島の石干見（石沖）を研
究テーマに選択しました。海南島北部で石干見のフィー
ルド・ワークを実施したところ、それが「世界初」の海
南島における石干見の調査であると知ってとても驚いた
一方で、世界をリードする研究の一翼を担っている責務
も感じています。修士課程修了後は、博士号を目指し、
さらに前進していきたいと思っています。

●　　●　　●

　私は、中国の雲南省の州都である昆明で生まれ、育
ちました。雲南省は中国の南西部に位置していて、南は
東南アジアに接しています。海の全くない内陸の州で、
私は逆に子供の頃から海に対して強い憧れを抱いていま
した。そのため、大学は海に囲まれた海南島にある海
南大学へ進学しました。大学卒業後は、大学で学んだ
日本語の能力を生かして、東京で働いていましたが、そ
の会社は海とは全く関係がありませんでした。海の現
場に戻ってみたいという思いが募ってきた頃、同じ大学
を卒業して、東京海洋大学の大学院へ進学した先輩が、
水中文化遺産の法学研究で博士号を取得して、中国の
大学に戻ることになりました。
　その先輩の研究成果も刺激となり、東京海洋大学大
学院海運ロジスティクス専攻に入学、水中文化遺産の研
究を始めました。海洋人類学研究室の岩淵聡文教授が
ちょうど、国連やユネスコと協力して全世界の水中文化
遺産であるところの石干見の通文化研究プロジェクトを

卒業する先輩留学生から在学生へ

大学院海洋科学技術研究科　海運ロジスティクス専攻2年
王　易　石

海南島の石干見（石沖）
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　水産大に入学した昭和53年は世界中

が200浬になった翌年の大混乱の中で、

何故か水産大が大人気となり入試も芸大に

次ぐ高倍率となり、よく入学できたものです。海が狭くな

り資源開発より持続的利用、資源管理への転換期でした。

そういう訳で水産大に資源管理学科が創設され、大学院

で資源管理の研究で学位を得た私は運よく同学科の助手

として採用されました。資源管理はタフな仕事ですが、大

学院当時から戦後の1時代を築いた故田中昌一教授や故

長谷川彰教授らに目をかけて頂き、そのおかげ様でいろ

いろなことを教えて頂きました。振返って考えると私の先

生は小学校のころから良い先生ばかりでした。

　私の研究は沿岸で行われている努力量管理による資源

　1991 年 4 月に水産庁の研究所から

出向で当時の東京水産大学に助手として

赴任してから 30 年以上になりました。振

り返ってみると、高校時代に公害や 200 カイリの問題を

目の当たりにして自分も何か役に立てるかなとは思ったも

のの、大学入学後は人間ひとりの力が小さいことに無力感

を味わった。水産行政で役に立てればと思ったものの、国

家公務員採用試験の２次に学部 4 年と大学院修士1年の

2 回も不合格となり、挫折。そうこうするうちに、大学院

で研究の面白さに目覚め、修士 2 年で同試験に合格した

際には研究職を志望。でも希望とは別の海区の研究所に

配属。ともかく資源生物の生態や管理を研究しようと思っ

たところ、沿岸の現場では底曳網が大量に小型魚を投棄

しているのを見て、網目選択性など投棄魚削減の研究を

行うことに。幸いにも、投棄魚削減のための網目拡大は

各地で導入された。

　こうした研究が縁で本学に来ることになり、様々な漁具

選択性の研究や混獲削減の技術開発にも取り組んだ。練

習船で大学院生対象の資源調査実習を行うなか、クジラ

の資源量推定法である船上からの目視観測を取り入れよ

うとしたが、さほどクジラに出会うはずもなく、代わりに

漂流ごみを調査対象に。それが基になり環境省から漂流

する海洋プラスチックごみとマイクロプラスチックの調査

を受託して、地球規模の海洋プラスチックの環境問題に関

定年に想う

「人生、わらしべ長者が如く」

海洋生物資源学部門　教授
田　中　栄　次

海洋生物資源学部門　教授
東　海　　　正

わることになった。

　今となっては、海と魚、漁業や水産資源、海洋環境の問

題に少しは役に立てているかと思うと、人生は思った通り

ではないが、さほど捨てたものではなく、勉強してそれな

りに面白く過ごせてきたかなと思います。いろいろなヒト

に出会い、助けてもらったことには、感謝の言葉しかない。

　学生諸君も、人生には紆余曲折ありますが、思わぬ方

向での発展を楽しんでください。

●　　●　　●



管理から始まりましたが、本学就任後まもなくIWC等の科

学小委員会に日本国政府代表として出席することになり、

その後20年近く沿岸資源と国際資源の二股をかけること

になりました。2019年に努力量管理の基礎とする漁業法

が改正され国際的漁業では標準的なMSYを基礎とした漁

獲量管理が融合されましたが、日本の努力量管理と国際

的な漁獲量管理の両方を知る人材が乏しく、昨今は水産

政策審議会などの会長も務めております。人生何が幸いす

るかはわかりませんが、前向きに取り組んでいれば強運も

ついてくる、そんないい時間を頂いたように思います。本

当に長い間、ありがとうございました。

●　　●　　●
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　私は長年勤務しておりました海運企

業を退職後に、ご縁を頂き令和２年4月

に本学海洋工学部に着任致しました。大変

短い期間でございますが、このたび定年退職を迎えること

になりました。着任してからは初めて経験する大学教員と

してしっかり対応できるかという不安に加えて、コロナ禍

の中での感染予防対応も合わさりかなりのストレスの毎日

でしたが、あっという間の2年間でした。その中でも本学

の先生方や学生との交流が出来たことやゼミ学生の卒業

研究の指導に携わることができましたことは、私の大変

貴重な経験となりました。特にこの困難で大変な時期に

卒業研究を成し遂げ、就職活動も採用内定を獲得できた

ゼミ学生の方々には、若い刺激と勇気を頂きました。

　コロナ禍が終焉し一刻も早く本学が平穏を取り戻される

ことを祈念しつつ、在職中お世話になった先生方、事務職

員、学生の方々に感謝申し上げるとともに、皆様のご多幸

と本学の一層のご発展をお祈り申し上げます。

●　　●　　●

　私が東京水産大学（半年後に東京海

洋大学）に赴任したのは平成 15 年です。

北海道大学の出身なので，Clark 博士（私

は 5 代目）の Boys, be ambitious！という言葉が頭か

ら離れないのですが，奇しくも赴任の年に東海道新幹線

品川駅が開業し，Ambitious Japan！のメロディーが流

れていたのが思い出されます。歌はともかく，本学は品川

や天王洲アイルから国内，世界の各地に行ける日本で最も

便利な大学です。おかげで，これまで 70 余名の学生諸

氏と各地の海を訪れ，藻場や磯焼けの実態を探り，藻場

の回復や造成に取り組むことができました。房総半島や

三浦半島，伊豆半島などは日帰りも可能ですが，こんな

身近な海でも磯焼けが深刻になり，漁業者の減少，高齢化，

兼業化が進み，漁業資源を育む藻場の維持管理が困難に

なっています。海洋大は海の仕事の担い手や経験豊富な

指導者を育成していく使命があると思うのですが，残念な

ことに，本学では教員や学生の海離れ，水産離れが進ん

でいます。海から離れたら本学の存在価値は全くありませ

んし，研究室に閉じこもっていてもいい知恵は浮かばず，

使える技術も生まれません。これからの時代を担う皆さん

は，「研究者の研究者による研究者のための研究」に終わ

ることのないように，「学問栄えて産業滅びる」ことのな

いように，海に出かけ，真摯に海と，そしてそこで働く人々

と向き合って研究して下さい。

本学での教員生活を振り返って

海洋大生は海に行きましょう！

海洋電子機械工学部門　教授
釜　田　和　利

海洋生物資源学部門　准教授
藤　田　大　介
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　After graduating from Tokyo 
University of Fisheries (TUF), I 

returned back to Thailand and worked 
with the Southeast Asian Fisheries Development 
Center (SEAFDEC) for 30 years. Presently, I have 
joined the Tokyo University of Marine Science and 

In the Year of Retirement

海洋資源エネルギー学部門　教授
Yuttana Theparoonrat

　2017年4月に海洋資源環境学部が

設置されたことに伴い、海洋大に採用し

て戴きました。もう10年くらい前のような

気がしますが、まだ5年しか経っておらず、それもそのはず、

私の研究室にも第一期生の学生さんがまだ在席してくれて

います（笑）。

　「環境と開発、どちらに軸足をおくか？」これは着任後

初めての授業、海洋資源環境学概論で当時1年生だった皆

さんに問いかけた言葉です。その後、毎年、同じ言葉を1

年生の皆さんに問いかけてきました。答えはもちろん、「そ

れは自分が決めること」です。環境が破壊されれば生きて

行けません、しかし、開発をしなければ豊かな生活はでき

ません。ですから、どちらに軸足を置いても両方大切で

あり、両立こそが望ましい、、、と、口で言うのは簡単ですが、

容易でないことは皆さまがよくご存知の通りです。

　この2年間、私達は新型コロナウィルスに苦しめられて

きました。通学すら許されなかった時期、一旦対面授業

が開始された時期、再び自宅でのオンライン授業に戻っ

た時期、思い描いていた学生生活とはかなり違う毎日だっ

たと思います。私達教員も同じです。しかし、苦しめられ

た分、感染対策と経済活動の両立について考える機会も

多かったのではないでしょうか？これはまさに環境と開発

との関係と同じです。皆さんが自分の軸足と他方の足と、

2本の足でしっかりと地面を踏んで進んで行かれることを

願っています。Good luck!

●　　●　　●

環境と開発、どちらに軸足をおくか？

海洋資源エネルギー学部門　教授
鶴　　　哲　郎

　私が東京海洋大学に参りましたのは

2016年４月で、それまでは、民間企業

の技術研究所に30年間勤務して、海洋構

造物・沿岸構造物に関連した研究開発に従事しておりまし

た。海洋大では、主に洋上風力発電設備や津波防災に関

連した研究を担当させていただきました。

　大学改革準備室に所属した１年間の準備期間の後に、海

洋資源環境学部が創設されると同時に、本格的に教育研

究活動に従事させていただきました。民間企業で経験し

たことを学生諸君に伝達をし、海洋産業への橋渡しができ

ればと意識しておりましたが、かなりの数の学生がこの分

野に進んでくれたことを嬉しく思います。最後の２年間は、

学科主任として、学科の運営にも微力ながら参画させてい

ただきましたが、コロナ禍により思うに任せぬ対応になっ

てしまったことをお詫びいたします。

　今後、あと２年間再雇用で勤務させていただく予定で

す。海洋資源エネルギー分野が海洋産業としてより確実な

歩みができるよう、教育研究を楽しんでいければと考えて

おります。

　これまで、お世話になりました皆様方に感謝申し上げる

とともに、今後の東京海洋大学のますますの発展と皆様

方のご健勝を心からお祈り申し上げます。

●　　●　　●

定年を迎えて

海洋資源エネルギー学部門　教授
池　谷　　　毅



of Marine Science and Technology (TUMSAT) are 
setting up a society on Line Application namely 
“TUMSAT/TUF Alumni (50)” with link address of 
https://line.me/R/ti/g/s7KVa3ecwL . If  some of 
you have an opportunity to work in Thailand, we 
would like to invite you to join our society through 
the above Line address for our good collaboration, 
communication and enjoyment.

●　　●　　●
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Technology (TUMSAT) as visiting Professor for 
two years. The name of University is different but 
the place, atmosphere and impression are still the 
same as last 30 years ago. My memories of daily 
life during study in this University are still fresh in 
my memory.
　Working at SEAFDEC with collaboration fisheries 
agencies of ASEAN Member countries, Local, 
Regional and International Fisheries Organization 
on the fisheries development and management 
are the major roles of SEAFDEC. The fisheries 
management in most of international waters 
and high seas are responsible by The Regional 
Fisheries Management Organizations (RFMOs), 
such as The South Pacific Regional Fisheries 
Management Organization (SPRFMO), North Pacific 
Fisheries Commission (NPFC), The South Indian 
Ocean Fisheries Agreement (SIOFA), The Western 
and Central Pacific Fisheries Commission (WCPFC), 
Indian Ocean Tuna Commission (IOTC), Commission 
for the Conservation of Southern Bluefin Tuna 
(CCSBT), etc. However, the areas of South China 
Sea and Andaman Sea belong to each country's 
Exclusive Economic Zone (EEZ). There are no 
RFMOs to manage the fisheries resources and 
utilization in these areas. The Southeast Asian 
countries utilize sharing fisheries resources with 
migrated across nearby countries waters. Then, 
collaboration and agreement on fisheries resources 
management and conservation among the ASEAN 
and SEAFDEC Members countries are a very 
important task of sustainable utilization of fisheries 
resources in this area. Japan is a member of 
SEAFDEC and fully involved in the various activities 
concerned with fisheries resources utilization and 
management for ensuring sustainable utilization 
and development. I do hope that some TUMSAT 
graduate students will have a chance to work with 
ASEAN Member countries as representatives from 
Japan to make development on fisheries resources 
management and conservation for sustainable 
utilization.
　Among Thai students who graduated from Tokyo 
University of Fisheries (TUF) and Tokyo University 

　この度、令和４年３月で定年を迎えることとなりました。

東京海洋大学には平成３１年４月からの３年間お世話にな

りました。この３年間は事務局長としてこれまでの経験を

生かした集大成として臨み、学長を支え、教職員の皆さん

が真に働きやすい職場にすることを目指して日々の業務に

従事したいと考えておりました。しかし、ご存じの通り令

和２年に入り新型コロナウィルスの感染拡大が全世界を驚

愕させ、日本でも日々の生活を一変する事態となりました。

その制約の中でどのように学生や教職員の皆さんの感染

を抑えるのか、試行錯誤が続きましたが、竹内前学長、井

関現学長はじめ執行部及び部局長、関係者が集まり対応

を議論したことは今でも鮮明に記憶しております。特に授

業の遠隔化については、慣れない先生方がオンラインで

授業を実施するなど大変な苦労をされたことと思います。

お陰様で現時点まで本学からのクラスター発生もなく大

学機能を維持継続できるのは学生、教職員の皆さんの努

力と協力あってのことと改めてお礼申し上げたいと思いま

す。

定年の年を迎えて

理事・副学長（総務・財務担当）・事務局長
堀　内　　　敦
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　本当にあっという間に定年を迎えま
した。若いときは定年退職の方々の「あっ

と い う間」という言葉を冷ややかに聞いていたも
のですが、今はまさしくそのとおりであると実感して
おります。
　神鷹丸三等機関士として赴任してきたときは練習船
勤務について自身に不安感を持っておりましたが、４
月の新入生クルージング航海を重ねるうちに、「海洋・
水産分野に直接触れる最初の機会であるこの実習航海
は、新入生の方々にとって今後の人生方向を決める体
験となるかもしれない。」ということに気付いてきまし
た。その責任の重さにある種の怖さを持ったと同時に、
職業人として気を緩めることなく務めなければならな
いと心が据わったように記憶しております。
　また、私は偶然にも廃船・新船に縁があり、新船数ヶ
月の旧神鷹丸赴任に始まり、旧海鷹丸廃船・代船建造、
旧神鷹丸廃船・代船建造と乗り合わせ、船員として運
航以外の業務は大変貴重な経験でありました。特に現
神鷹丸代船建造では同僚と二人で 8 ヶ月近く建造造船
所に詰めて現場監督業務を務め、残務整理で残った我々
は引き渡しのために東京に向かう新しい神鷹丸を岸壁
から見送り、ささやかながらの達成感と安堵感を覚え
たことは今も心に残ります。
　今日、無事定年の日を迎えることができましたこと
は、ひとえに皆様のご厚情によるものと深く感謝申し
上げます。長い間誠にありがとうございました。

●　　●　　●

退職の年を迎えて

船舶・海洋オペレーションセンター　教授
海鷹丸機関長

北　野　庸　介

　本学には38年間お世話になりました。

　採用された当時は、電子計算機室で三菱電機社製の

MELCOM COSMO 500という汎用機を扱っていまし

た。スペックは今のパソコンよりもかなり低く、主記憶メ

モリー容量が256KBというものでした。データ入力や

データ保管、データ処理を行う記憶媒体は紙のパンチカー

ドでした。

　データを作成したり修正したりする際に使うパンチカー

ド穿孔機があるのですが、磁気を扱う機器とは違い、パ

ンチカードを穿孔印字する機械ですので、機械的な故障

が多く、とても悩ましかった記憶があります。

　汎用機時代は、Fortran言語を勉強し、主にデータ処理

を行っていました。

　その後、UNIXのOSが主流となってからはネットワーク

が普及し、業務の視野が広がってきました。

　そして、Windows95の登場により、パソコンが一段と

身近になり、データ計算処理から情報処理に変わっていき、

その時代の流れに直に接することができて、いろいろと学

ばせていただきました。

　総合情報基盤センターでは、教職員や学生さんと接す

る機会が多く、有意義に培うことができました。またセン

ター職員の方々には大変お世話になり、持たれているス

キルに魅入ることもあり、とても励みになりました。特に

UNIXにはとても感化され、サーバ・ネットワーク運用業

務にも役立つことができ、感謝しております。

退職の年を迎えて

総合情報基盤センター　技術専門職員
徳　永　晴　徳

　東京海洋大学は海洋、海事、水産に係る我が国唯一の

海洋系大学として食糧問題、気候変動、海底資源など地

球規模の多くの課題に対し世界的な研究を行うと共に、

国際的に活躍できる人材を育てることで未来に貢献できる

大学です。

　そのような素晴らしい東京海洋大学の一員でいられたこ

とを誇りに思うと共に、これまでお世話になった方々に改

めて感謝申し上げたいと思います。

　定年後は少し離れた所から応援団として引き続き東京

海洋大学の活躍を見守って参ります。皆様のご活躍を期待

しております。ありがとうございました。

●　　●　　●

　これからの東京海洋大学のますますのご発展をお祈り

申し上げます。

　有難うございました。

●　　●　　●



海洋システム工学専攻／海洋生命資源科学専攻／応用生命科学専攻

大 学 院 紹 介

　海洋システム工学専攻は、海洋電子機械工学部門に所

属する教員による動力システム工学、海洋機械工学および

海洋サイバネティクスの3つの専攻分野と国立研究開発法

人海洋研究開発機構との連携講座である海洋探査・利用

工学の併せて4つの専攻分野で構成されており、船舶はも

ちろん海洋観測や海洋調査に使用される作業機器、海洋

構造物などを構成する機器･機械について､ エネルギー工

学、システム工学、環境工学、安全工学などを中心とす

る学問体系の中で、開発、設計あるいは製作技術につい

ての教育研究を行っています｡定員は19名となっています。

　動力システム工学専攻分野では，蒸気タービン、ディー

ゼル機関、電気動力などの船舶で使用されている動力源

や冷凍・空調機器について、環境保全および省エネルギー

技術について基礎から応用までの教育研究を行っており、

例えば、船舶の電化と省エネに関する研究、気液二相流

動構造の計測方法やモデリングに関する研究などを行っ

ています。

　海洋機械工学専攻分野では、海洋機械・機器の設計開

発に不可欠な機械システムの強度評価およびトライボロ

ジー特性評価、各種材料の腐食環境下での性能・強度評

価、環境調和型エネルギー変換システムの先端技術とそ

の基礎となる熱流体エネルギーの変換と伝達、先端材料

の基礎物性とその応用、物理現象の計算機シミュレーショ

ン、最新設計手法と加工などに関して教育研究を行ってい

ます。

　海洋サイバネティクス専攻分野では、制御工学、情報工

学、電気・電子工学、大気環境物理学などについて基礎

から応用までの研究を行っており、自律航行水中ロボット

海洋電子機械工学部門　教授
塚　本　達　郎

の自動制御システム、AIを活用した障害物検知システム、

音響を活用した遠隔自動操船支援システム、衛星データ

を用いた気候変動の要因解析などが研究テーマとなってい

ます。

　連携講座である海洋探査・利用工学専攻分野では、海

中の生物や資源の探査・海中作業などのための有人・無人

潜水探査船の開発、海中物体や海中環境の音響を用いた

調査技術の開発やメガフロートや波力発電のような構造

物による海洋利用技術について研究しており、浮体の運動

特性に関する基礎的研究や水中音響通信に関する研究な

どをテーマとしています。

　最後に私の所属している内燃機関工学実験室では、大

型商船の主機関として利用されている舶用2ストローク

ディーゼル機関（写真）、発電機関として利用されている

舶用4ストロークディーゼル機関、噴霧燃焼の基礎研究の

ための高圧燃焼容器などを有しており、ディーゼル機関

排ガスの有害成分の排出特性や削減方法に関する研究を

行っています。最近の修士論文のテーマとしては、静電集

塵とサイクロンによる排気中の粒子状物質削減、炭化水素

の排出特性とその粒子化などがあります。研究に興味の

ある方は、是非大学院への進学を考えてください。

●　　●　　●

海洋システム工学専攻
－博士前期課程－
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　海洋生命資源科学専攻は、3つの専攻分野（水圏生物

科学、生物資源学、海洋生物工学）で構成されています。

当専攻では、海洋生物の生理・生態を基礎として、それら

生物が海洋で生活できる特殊な仕組みの解明やその特徴

を活用した生物資源の管理と修復保全、収穫システムや増

養殖生産、環境計測や有益環境の創出等、生物生産に係

わる総合的な高度利用に関する学理と技術を教育研究し

ます。

　水圏生物科学専攻分野では、海洋生物の生命現象の解

明とその生命システムなどの理解を通じて、絶滅危惧種の

増産も可能にする「借腹」種苗生産技術の開発、環境共

存型養殖のための飼料開発、完全循環型の養殖工場の設

立、海藻の特性や機能の有効利用とその応用による有益

な海洋環境の創出を目指す技術開発、分子育種や分子疫

学による生物生産の安定化技術開発、極限環境に生息す

る生物の特性利用技術開発、生物機能を利用した環境計

測や修復技術の開発等を行い、生物生産の高度利用への

応用が可能な教育研究を行います。

　生物資源学専攻分野では，海洋生物の個体群ダイナミ

クスや集団遺伝、資源培養、行動・成長・生残・回遊等の

生態特性および漁獲過程等の学理を基礎として、環境と

調和した海洋生物資源の持続的利用と生物多様性の維持

保全に関する分野を対象とします。具体的には、種の分化

や系統進化、資源の系群構造の解明と増殖保全、栽培漁

業や漁業・遊漁の影響評価、生態系や地球環境と資源変

動との関連、混獲防除や選択漁獲といった合理的な漁獲

技術の開発を通じて、資源開発と管理システムを構築し、

生物資源と人間の共生へ応用するための教育研究を行い

ます。

海洋生命資源科学専攻　専攻主任　教授
濱　崎　活　幸

海洋生命資源科学専攻
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　海洋生物工学専攻分野では、海洋には水産生物だけで

はなく、鉱物などの多様な海底資源が存在します。これら

資源の有効利用を可能にするためには、水産学と工学と

が融合したバイオエンジニアリングやバイオテクノロジー

の先端的技術について、基礎から応用までを幅広く理解

することが必要です。当分野では漁場環境の保全ならび

に食品として安全な水産物を生産し流通するための養殖

管理技術、魚介類有用遺伝子の機能解析とその応用に関

するゲノムサイエンス、有用微生物の探索およびそれらの

機能解析や応用などについて教育研究します。また、生

物を利用した海洋のエネルギーや鉱物資源開発などにつ

いての応用研究も目指します。

　本専攻では、所属教員を中心として、国内外で多くの研

究プログラムが展開されています。特に、東南アジア諸国

の大学・研究機関との魚介類の生産・保全にかかわる国

際共同研究が展開されており、多くの大学院生も現地で

の共同研究に参画しています。修士課程終了後は、博士

後期課程へ進学し、さらに博士研究員として相手国側で研

究活動に従事するなど、国際的に活躍する若手研究者も

多く輩出しています。

●　　●　　●

タイ王国との共同研究での研究対象種の1つであるアジアスズキ
（バラマンディ）（海洋生命資源科学専攻　市田健介助教提供）



理機能学、応用資源動態学、水産資源生態学、深海生物学、

水産生物機能学の研究分野より構成されています。

　応用生命科学専攻では，海洋生物の生理・生態・機能

を総合的に解明し、海洋生物資源の確保・維持管理、安

全かつ高品質の海洋生物資源の増産や、海洋生物の特異

機能を応用した物質生産と次世代型機能性食品の創製な

ど、海洋生物資源の持続的生産と高度な有効利用に応用

するための先端的学理と技術開発を目指した教育・研究

を行っています。具体的に、「応用生物科学」専攻分野で

は、海洋生物資源の持続的利用を目的として、生態系と

環境との係わりを重視した海洋生物資源の確保・維持管

理、安全かつ高品質の水産食資源の増産、海洋生物の特

異機能を利用した有用物質生産等に関する先端的な教育

研究を行っており、「食品機能利用学」専攻分野では、水

産食品だけでなく他の食品一般にも適用可能な安全性評

価システムの確立、安全性確保・向上技術の開発，安全

かつ機能性に富む食品の設計技術の確立へ応用するため

の先端的学理と技術開発について教育研究を行っていま

す。また、「応用生物工学」専攻分野では、バイオエンジ

ニアリングやバイオテクノロジーの先端的技術を駆使して、

安全な水産物を生産し流通するための養殖管理技術、魚

介類有用遺伝子の機能解析とその応用に関するゲノムサイ

エンス、有用微生物の探索およびそれらの機能解析や応

用などについて教育研究を実施しています。

　学生の皆様は、研究が楽しいと思うことがあれば、ま

ずは博士の学位取得を目指してみませんか。博士課程を

終了しても年齢はまだ30歳前で、その後、30年以上仕

事をすることになるのですから、楽しいと思えることが仕

事につながるというのは大切かと思います。これからの水

産・海洋学研究や関連産業を担い、国内外で活躍できる

人材を目指してみてはどうでしょうか。

●　　●　　●

　大学院修士課程に進学する学生は学部生のおおよそ６

割程度ですが、博士課程に進学する学生は修士課程進学

者ほど多くはなく、応用生命科学専攻の学生定員は19名

です。博士課程学生の多くは修士課程からの進学者です

が、社会人の方が会社に席を置いて博士課程に入学され

ることもあります。日本では博士の学位を取得しても大学

等に就職すること以外では必要になることは少ないように

思われますが、海外では研究職に就くのであれば大学に限

らず民間企業でも当然のように必要となっています。日本

でも最近は博士の学位を有している研究者を積極的に採

用する企業も増えてきているように感じております。民間

企業も研究職の方は博士の学位を持っておられる方が多

いです。

　本学では大学院海洋科学技術研究科博士後期課程にお

いて、応用生命科学専攻と応用環境システム学専攻の二

専攻があります。応用生命科学専攻は応用生物科学、食

品機能利用学と応用生物工学の３専攻分野に加えて、国

立研究開発法人水産研究・教育機構および国立研究開発

法人海洋研究開発機構との連携大学院講座として魚類生

応用生命科学専攻　専攻主任　教授
廣　野　育　生

応用生命科学専攻紹介
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　私は海外探検隊EASTプログラム2021に参加し、シ
ンガポールにあるPrime Aquacultureの博士の協力の
もと「解決策としての陸上養殖」をテーマに、タイにあ
るブラパ大学の学生と12月に2週間オンラインで交流
を行いました。これはJSTのさくらサイエンスプログラ
ムで、学年学科の異なる22名の学生が5グループに分
かれ、異なる大陸の陸上養殖の事例から、背景も踏まえ
て日本とタイの社会問題を陸上養殖で解決する方法を
考えました。そして、最終日にプレゼンテーションを行
いました。また、交流の前には私を含め3名の学生で北
海道の神恵内村を訪れ陸上養殖の調査を行い、交流初
日に日本の事例として紹介しました。
　私はプレゼンテーションの準備にあたって日本では当
たり前に行われていることがタイでは当たり前なのか考
えさせられ、普段の授業にはない難しさを感じました。
一方で、多様な方々と交流を深めるための工夫の方法や
必要な心がけの学びに繋がり、多様な社会を生きるた
めの良い経験になったと感じております。また、プログ
ラムを通じて物事の背景を考える大切さに気づかされ
たり、日本とタイの関係について深く知ることができた
りと、陸上養殖以外にも多くの学びや気づきを得ること
ができました。
　最後に、このような貴重な機会を提供して下さった全
ての皆様に、心から感謝申し上げます。

海外とのオンライン交流で得た大きな学び

海洋生命科学部　食品生産科学科3年
川　野　桃　子

筆者は上段中央

グローバル人材育成プログラム

　2021年9月2日、本学の海外派遣プログラムOQEA 
NOUSでの韓国海洋大学校へ留学のため、日本を出発
しました。
　世界的な新型コロナウイルスの流行開始から2年の
歳月が流れようとしていますが、変異株の出現や各国の
感染状況の変化などから、現在も国外への渡航は厳し
い状況にあります。そのような状況下で海外留学に挑戦
することは、読まれている皆様の想像に難くない通り、
簡単ではありませんでした。しかし、今回の留学は、紛れ
もなくコロナウイルスの影響を受けて挑戦を決意したも
ので、コロナ禍での留学だからこそ得られたものも多く
あるように感じています。
　2020年の一年は、多くの人が自分の生活について
考え直す時間を予期せず得たのではないでしょうか。私
もその一人で、自粛を求める社会と自分の理想とする学
生生活との間で、納得のいく日々を送ることが出来ずに
いました。大学卒業の春になっても状況の改善は見ら
れず、再び消化不良な毎日が始まり貴重な学生生活を
摩耗することへの不安から、海外留学を決意するに至り
ました。日々刻々と渡航情報は変化し、不確定要素も多
く、留学を決意してから出発までの数ヶ月は目が回る忙
しさだったと記憶しています。そのような中で、本学の
留学担当係の皆様や友人達には、手続き面でも精神面
でもとても支えられ、周りの方々無しで今回の留学は実
現し得なかったと明言できます。
　留学期間中、異文化に触れ韓国の大学で学ぶことは
数多く、勉強の毎日であることは言うまでもありませ
ん。勤勉な学生達と研究することが大変に感じることも
ありましたが、励まし合った韓国の友人達と、日本から
応援してくださった周囲の方々のおかげで一つずつ超え
ていくことが出来ました。困難な状況下で留学に挑戦し
たこと自体の価値と、支えてくれる多くの仲間の存在を
感じられたことは、これ
からも失うことのない自
分の財産になりました。
健康に帰国することを目
標に、残りの日々を楽し
く過ごしていこうと思い
ます。

コロナ禍での海外留学

大学院海洋科学技術研究科　海洋生命資源科学専攻1年
小　林　　　葵

釜山タワー
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海洋工学部国際交流プログラム

　私は2021年8月に1週間、日立物流の海外インターン
シップに参加しました。新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、東京からオンライン会議システムを利用して
参加しました。インターンシップでは、日立物流の沿革
に関する座学や270°シアターを利用したスマートウェ
アハウスの見学、安全活動に関する講義、流通情報工学
科の卒業生との座談会、マレーシア現地法人との会議に
参加させていただくなど、盛り沢山の経験をしました。
様々なプログラムがあった中で特に印象に残ったプログ
ラムを2つ紹介します。
　1つ目は安全活動に関する講義です。この講義では、
日立物流が海外現地法人の物流現場で行っている安全
活動について勉強しました。3年前期に履修した「作業
管理工学」の内容ともリンクする点が多く、今まで授業
で学んできたことの実用性を改めて感じました。
　2つ目はマレーシア現地法人との会議です。前半はマ
レーシア社員からマレーシアにおける物流の概要の講
義をしていただき、後半はマネージャーズミーティング
に参加させていただきました。日本との違いを理解した
上で、現地に指示をする管理業務について学ぶことがで
きました。それと同時に自身の語学力の未熟さを痛感
し、学生でいる間により語学に打ち込みたいと思うきっ
かけにもなりました。
　最後になりますが、本インターンシップ開催にあたっ
てご協力いただきました、日立物流の皆様、流通情報工
学科の教職員の皆様に改めて感謝申し上げます。

海外インターンシップに参加して

海洋工学部　流通情報工学科3年
田　中　慎　也

　「海外インターンシップ」、なんてかっこいい響きだ。
これが、海外インターンシップに参加したいと思った
きっかけです。改めて考えてみると、本当に単純な動機
だったと思います。このインターンシップは、本来は３年
生対象のプログラムでしたが、今年度は２年生にも参加
のチャンスがあったので、思い切って一番興味を感じた、
SOMPO CHINAのインターンシップに応募しました。
　今年はコロナの影響のため、初のオンライン開催と
なり、私たちはパソコンの画面越しでの参加となりまし
た。本インターンシップは2週間で、最初の1週間はリス
クマネジメントをはじめとした様々な講義を受けまし
た。残りの1週間では、現地の学生と共に、普段は社員
が行う「記事執筆」の業務を任されました。すべてをや
り遂げたときの達成感は今でも忘れられません。
　この海外インターンシップで、私はものの見え方が大
きく変わりました。流通情報工学科の学生にとって、将
来の進路は本当に多様だと知ることができました。今
回得た知見や経験は、私にとって大きな財産となりまし
た。勇気を出して、本インターンシップに挑戦して本当に
よかったと思います。
　この原稿では、あえて本インターンシップについて詳
しく記載していません。それは是非皆さん自身で体感
し、先入観なく感じて欲しいからです。挑戦のきっかけ
は私のように、些細なことで構いません。面白そうだと
感じたら動き出してみて下さい。必ずあなたのターニン
グポイントになるはずです。

海外インターンシップでの経験

海洋工学部　流通情報工学科2年
松　田　虎太郎

ミーティングの様子 流通情報工学科卒業の先輩社員との座談会
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　私は学部卒業後、水産専攻科（今の海洋科学専攻科）
に進学し、大学院（水産経済分野を専攻）を修了した
後、水産庁に就職して技官として働いています。
　水産系の学生さんであればよくお分かりだと思います
が、ここ数十年は水産物の生産量の減少傾向が続いて
おり、加えて最近は北海道の赤潮や福徳岡ノ場からの
軽石流出などの事態も生じていて、現場にとってはとて
も厳しい状況にあると考えられます。
　日本の水産業を良くしていくために、行政においては
様々な方策が取られているところです。私の今のポスト
で近いもののひとつはIT機器や情報技術を駆使して資
源管理と両立した漁業や持続可能な養殖等の効率化を
図っていく「スマート水産業」の取り組みです。
　近年は水産分野でも様々なセンシング機械やそれら
に付随するソフトウェア等が活発に開発されており、現
場への導入も進められているところです。水産庁として
はそういったものの動向を日々ワッチしつつ、現場へ取
り入れるための様々な活動を行っているところです。
　一方、私の普段の業務としては内外への説明用の資
料作りや事業の発注手続きなどを担当しています。公文

日本の水産行政の最前線
書の書き方には細かいルールがあるほか、詳しく書き切
れないことも考える必要があるので、文面の作成にはと
ても気を使う必要があります。実際、研究分野とは異な
る文章の書き方に悪戦苦闘し、失敗することも多々あり
ます。ですが、刊行物やHPの資料などで自分たちが関
わった部分を見ると、自分たちの小さな仕事の積み重ね
が庁全体、さらには行政全体の取り組みになっていくこ
とを実感でき、頑張って良かったなと思います。時には
国会等の緊急対応のため、緊張感（と職員）が走る中で
仕事をすることもあり、行政の厳しさとダイナミックさ
を感じることもあります。
　省庁の役職は外部への出向を含めて異動が多いの
で、どのようなポストに就いてもすぐにそこの担当者と
して職務にあたらなければなりません。なので、自分の
専門が直接的に役に立つという機会は少なく、そういっ
た点ではゼネラリスト（万能選手）としての能力が求め
られる面が多いのでは思います。ただし、そういった能
力は自分の専門を深めたり、偶然経験したりしたことに
よって結果的に培われていくものだと思います。私の今
の業務について、乗船実習などが直接的に関係してい
るわけではないですが、航海機器を扱ったことはIT技術
の理解に多少なりと役に立っていると思います。
　どんなことでも、頑張った経験は後の自身の強みにな
ると思います。キャリア形成に関わらず、学生や院生の
皆さんにおいては貴重な時間を有意義に過ごしていた
だきたいです。

●　　●　　●

2017年3月　海洋科学部海洋政策文化学科　卒業
2018年3月　水産専攻科　修了
2020年3月　	海洋科学技術研究科　海洋管理政策学専

攻　修了　
2020年4月　水産庁　入庁　

村　井　彩　子



25

　私は学部卒業後、富士通株式会社へ入社し現在6年目
となります。富士通は、入社当初はIT企業でしたが、こ
の5年の間に時代の流れや世の中の変化とともに会社
のあり方も大きく変わり、現在IT企業からDX（デジタル
変革）企業への転換を進めています。
　まず、私がこの会社に就職した経緯についてお話させ
てください。高校のころから、何となくですが情報系の
企業に就職したいなという気持ちはありました。ITとい
う分野は技術の進歩が非常に速い印象があったので、
飽きっぽい自分の性格に合うだろうと思っていた記憶が
あります。
　大学三年になる頃に、真剣に就職先を考え始めた際、
やはり情報系の講義（プログラミング等）が面白いと感
じていたこともあり業界をＩＴに絞りました。また、大
きな企業であれば、自分の希望していたＳＥ職が合わな
かった場合に、社内異動で別の仕事をする選択肢があ
ると思い、推薦を利用して富士通へ入社しました。
　私は、現在保守サービスの売上損益を管理する仕事
をしています。保守サービスとは、ハードウェアやソフト
ウェアに障害が発生した際の修理やサポート対応する
サービスです。リアルタイムで売上損益の状況をまとめ
て、予測と実績との差異を分析し改善につなげていま
す。
　正直な話をすると、私はSEになりたくて富士通に入
社したので、現在の仕事は希望していた仕事とは異なり
ます。はじめは、ある程度この仕事をマスターしたら、社

学生の皆さんへ
内募集で当初希望していた部署に手を挙げてみようと
思っていました。しかし、今の仕事に取り組んでいくうち
に保守サービスそのものの重要性や現在の仕事のやり
がいに気が付きました。今となっては、もっと経験を重
ねてデータ分析のプロになれるよう勉強したいという気
持ちが強くなっています。
　最後に、学生の皆さんにお伝えできることを考えてみ
て、学生の頃の経験が今役立っていることについてお話
します。私は、自分の性格上、できないことをそのまま
放置することが今後の不安要素となりストレスになっ
てしまうので、学生の頃から苦手や嫌いなことにあえて
チャレンジしていました。些細なことですが、得意では
ない海外へ旅行に行ってみたり、苦手なプレゼンに慣れ
るために教職をとって人前で話す機会を作ってみたり、
人見知りなのにあえてバイトを複数掛け持ちしたりし
ていました。こういった苦手に向き合うことを続けた結
果、自分の考えを会議で伝えることはもちろん、関係が
築けていない人とコンタクトをとることに抵抗感がなく
なり、仕事をスムーズに進められるようになってきまし
た。（まだまだ課題はたくさんあります・・・）
　以上は私の経験ですが、自分で考え行動することは
いつか自分の助けになると思っています。コロナ禍で思
うような学生生活がおくれない苦しさはあると思いま
すが、じっくり考える機会とも言えます。今何をやってお
けばあとで後悔しないだろうかという視点で今後の自
身の行動を考えてみてもいいのではないかなと思いま
す。

●　　●　　●

2016年3月　海洋工学部流通情報工学科卒業
2016年4月　富士通株式会社　入社

佐　藤　佑　香

テレワークのオンライン会議中の様子
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　第62回海鷹祭実行委員会委員長を務めてまいりまし
た、髙橋宏知と申します。第62回海鷹祭はweb上で
2021年10月29日に開幕いたしました。参加団体の
皆様の多大なご協力のお陰で、オンラインショップは
同年11月11日、展示は同年11月29日に好評の内に
閉幕いたしました。
　本年度の海鷹祭は2021年10月29日～31日に品川
キャンパスでの規模を縮小した開催に向けて始動いた
しました。しかし、COVID-19の感染拡大や変異株の
出現によりキャンパスでの開催の可否が不透明となり、
本年度6月にオンラインでの開催を決定いたしました。
委員一同、キャンパスでの開催を願っておりましたが、
コロナ禍でも海鷹祭を実施したいと考え、本年度の活
動に取り組んでまいりました。
　第62回海鷹祭では、多くの団体様がweb上での展
示企画やオンラインショップにご参加くださいました。
展示では海洋・生物に関する記事や写真展・活動発表・
活動紹介といった企画があり、オンラインショップで
は多くの参加団体様が文具・Tシャツ等のオリジナル
グッズを販売してくださりました。また、実行委員会
主催の企画としてs-1グランプリ・学内案内を開催いた
しました。s-1グランプリは、例年シーフードグランプ
リとして開催され、エントリーしてくださった食販を
行なう参加団体様に来場者様が投票するという企画で
す。しかし、第62回海鷹祭では展示企画の参加団体様
がエントリーし、web上で投票を行なう展示企画グラ
ンプリとして開催いたしました。学内案内では主に受
験生を対象とし、受験や学生生活に関して実行委員が

第62回海鷹祭を終えて

第62回海鷹祭実行委員会委員長
海洋資源環境学部　海洋環境科学科3年

髙　橋　宏　知

質疑応答を行なう形式で、オンライン会議アプリを利
用して行なわれました。
　史上初となるオンラインでの海鷹祭ということもあ
り、どのくらいの方が企画をご覧になってくださるの
か不安でした。しかし、最終的には展示企画の公開期
間のweb会場の閲覧数は約6000回、オンラインショッ
プは総注文数が約180件と多くの方が海鷹祭をご覧に
なってくださり、委員一同嬉しい気持ちです。一方で、
キャンパス内でも海鷹祭のオンライン開催をご存じな
い方がおり、オンライン開催での広報の難しさを痛感
しております。また、オンライン形式での開催でした
ので、展示・物販期間を長く設けることが出来、来場
者様は各企画をじっくりと見ることが出来たかと思い
ます。海鷹祭を通して、海洋大生の様々な活動を多く
の方に知っていただけておりましたら幸いです。
　コロナ禍が始まって2年が経ち、品川キャンパスでの
海鷹祭運営を最後に経験した私達の代は引退となりま
す。今後、私達を取り巻く環境がどのように変化して
いくのか未知な部分が大きいですが、海鷹祭の運営に
関して後輩たちにしっかりと引き継ぎ、またこれまで
の海鷹祭に囚われない、新しい海鷹祭を作って欲しい
と思います。
　最後になりますが、毎年海鷹祭を応援してくださる
企業・組合の皆様や、本学学生を初めとする参加団体
の皆様のご協力に、心から感謝申し上げます。また、
前例のない開催方式であったこともあり、参加団体の
皆様に多くのご迷惑をおかけした事、お詫び申し上げ
ます。
   現1,2年生と新入生達の作る第63回海鷹祭を、どう
かよろしくお願いいたします。

海鷹祭の紹介



　2021年10月1日付で海洋電子機
械工学部門に着任した藤田渉（ふじた

わたる）と申します。出身は富山県富山
市（の郊外）です。大学院博士課程を修了後、国立大２
校、公立大２校、私立大１校を渡り歩き、現在、本学でお
世話になっています。本学はキャンパス内には雄大な明
治丸があり、とても気に入っています。毎朝、朝日に映え
る明治丸を眺めながら、遠くへ行きたいなあ、という気
分に浸っています。本学は立地が大変よく、最寄りには
門前仲町や月島、少し歩くとお台場、築地、豊洲、銀座、
日本橋、電車に乗れば数駅で、ディズニーランド、幕張、
お台場などがあり、知人たちから羨ましがられていま
す。
　本学では主に化学系の科目を担当しています（化学熱
力学（１年前期）、物質科学（２年前期）、化学実験（２
年後期）、化学エネルギー変換工学（３年後期）など）。
化学系科目を履修する学生さんは多くありませんが、船
は動力を燃焼反応で得ていますし、化学物質の運搬な
どに携わる人もいると思いますので、化学に関する知識
があった方がよいのではないかと思っています。化学に
あまり馴染みがない人にも、わかりやすい授業を心がけ
るつもりです。
　早朝、越中島キャンパスの奥にあるグランドで、本学
のラグビー部員が練習しているのを見かけます。大学
時代、ラグビー部に所属していましたので、練習風景を
遠目に、自分の学生時代を思い出しています。実は本学
のラグビー部とは縁があり、国立八大学ラグビーOB大
会というイベントで、当時の水産大と何度か対戦したこ
とがありました。ある時、水産大チームの人数が足りな
くなったことがあり、水産大チームに加わって試合に出
たこともありました。足手まといだったかもしれません
が、その試合はいまでも印象に残っています。
　着任以来、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、
授業や会議がオンラインとなっているため、現時点

海洋電子機械工学部門　教授
藤　田　　　渉
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（2022年2月）まで、本学の学生さん達や、組織の教
員の皆さんとはほとんど顔を会わせる機会がありませ
ん。お恥ずかしい話ですが、そのため、学内のことはま
だ、何もわかっていません。前年度、前々年度に入学し
た学生さん達が経験された孤立状態とよく似た状況で
は、と思っています。
　最後になりますが、早くコロナが収束し、皆さんが自
由に学生生活を楽しむことができる日を心から願ってい
る次第です。
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　ギター部は品川・越中島両キャンパス合わせて25人
で活動しています。ギター部といっても、ギターだけ
でなく、ボーカル、ベース、ドラム、キーボードなど
に分かれて、それぞれ好きなバンドの曲を演奏してい
ます。主に、品川キャンパス内でフォークソング部な
どと合同で、年に数回ライブを行っていますが、去年
と今年はコロナ禍ということもあり、部の醍醐味であ
るバンド活動や懇親目的の飲み会がほとんどできませ
んでした。それでも、フォークソング部と協力して部
室での配信ライブを企画したり、オンライン新歓やオ
ンライン海鷹祭に参加したりして、今年は5人の新入
生を迎え入れることができました。また、12月には2
年ぶりに全員参加で、かつ最初で最後の有観客ライブ
を行うことができました。これから、通常のライブを
知らない世代のみとなりますが、配線等の運営も含め
て、みんなで楽しめる部活動を行ってほしいと思いま
す。

　私たち海事普及会は海や船の事を多くの方に知っても
らうための巡回活動、地域イベントの参加を行っていま
す。他にもプラネタリウム（M-1型として現役最古かつ
唯一）の維持管理を行い、海王祭などで上映を行ってお
ります。活動の原点である巡回活動とは海に縁のない地
域の子供達に海と船の役割や面白さを伝えに行く活動で
す。今年度の巡回活動は新潟県及び沖縄県での実施を予
定しておりましたが、感染拡大の影響を受け延期の上、
沖縄県の1校での実施となりました。来年度は広島県、
新潟県での実施を検討しており実施に向けて準備を行っ
ております。その他、地域での活動についても感染拡大
の影響を受けイベントが延期、中止となり思うように活
動を行えない状況でありましたが、動画やオンライン会
議ソフトを使用したオンラインイベントなどを通じ精力
的に活動をしてまいりました。未だ先行きの不透明な状
況ではありますが、海と船の魅力を伝えられるよう活動
してまいります。

ギター部 海事普及会

海洋資源環境学部　海洋環境科学科３年
部長　伏　見　理　子

海洋工学部　海事システム工学科2年
代表　平　野　　　武

筆者は前列中央
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品川キャンパス　オンライン父母等懇談会
　令和3年2月4日(金)～20日(日)に品川キャンパスオ
ンライン父母等懇談会が開催されました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、事前
の参加申込みによるオンライン(オンデマンド)での開催
となり、舞田理事・副学長（教育・国際担当）、庄司副学
長（広報・学生支援担当）、黒瀬海洋科学部/海洋生命
科学部長による大学の現況、学生支援、学部教育につい

ての説明動画をYouTubeに掲載しました。また、質疑応
答については、事前に質問を受け付け、回答文を掲載し
ました。
　昨年に引続きオンラインでの開催となりましたが、
103組の父母等の方々から参加申込みがあり、大変有
意義な懇談会となりました。

2021年度海洋工学部父母等懇談会
　11月20日（土）に海洋工学部父母等懇談会を行いま
した。昨年度に引き続き感染症対策のため従来行って
いた、海王祭期間中での対面実施ではなく、オンライン
会議システムWebexを使用しての実施となりました。
　事前に郵送により通知したところ、参加希望者は156
名となり、当日もほとんどの方々に参加していただきま
した。
　当日は舞田理事の開始挨拶から始まり、舞田理事、庄
司理事の大学におけるコロナウイルス対策や就職活動
の様子など現状の説明と、事前に寄せられたご意見に

回答する形での海洋工学部の教育等について、元田海
洋工学部長からの説明までを、参加者全員に対して行い
ました。
　後半は学科ごとに分かれて、質疑応答を行いました。
各学科では、就職活動、乗船実習についてなどの質問に
丁寧に回答しました。
　Webでの開催は遠隔地に住む父母等の方々には参加
しやすかったとのご意見をいただきました。今後もオ
ンラインでの参加も可能な実施形態を検討する予定で
す。
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令和3年度9月期学位記・修了証書授与式を挙行しました
　令和3年度9月期学位記・修了証書授与式を、9月28
日（火）に越中島キャンパス越中島会館講堂にて挙行し
ました。
　今年度の9月期卒業生・修了生は、学部卒業生14名、
水産専攻科生１名、乗船実習科修了生40名、博士前期
課程修了生43名、及び博士後期課程修了生20名の計
118名です。
それぞれ授与された学位記を胸に、思い出の詰まった
母校から旅立ちました。
　井関学長は式辞の中で、昨今の新型コロナウイルス
感染症によるパンデミックは、過去の感染症の例と比
べても遥かに規模が大きく困難な状況であるが、だか
らこそ、ワクチン開発が僅か１年という短期間でめざま
しく進んでいること、そして困難な状況でこそ数多くの

努力によって科学は進歩し、人々の生活に恩恵を与える
ということを伝えました。
　その上で、「どんな困難な状況においても、決して悲
観的になることなく、自分の置かれている状況を一歩
引いて俯瞰し、世の中で起こっていることを冷静に観察
して欲しい」と述べ、ウィズコロナの社会の変革に振り
回されることなく、むしろ変革を積極的に推し進めて、
社会に新たな恩恵をもたらしてほしいとの希望を、卒業
生・修了生の皆さんへ託しました。
　今年度は昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、出席者を卒業生・修了生と教職員のみ
に限定し、検温や座席間隔の確保等、例年とは異なる形
式となりましたが、卒業生・修了生の門出を祝う温かい
雰囲気の中での開催となりました。

井関学長から代表者への学位記・修了証書授与 井関学長からの式辞

令和3年度9月期学生表彰授与式を行いました
　令和3年度9月期学生表彰授与式を9月28日（火）、
越中島キャンパスにおいて行いました。

　授与式では、学生表彰規則に基づき、研究活動におい
て特に顕著な研究成果を挙げた大学院学生6名および
早期修了学生1名に対して、日頃の努力を称え、表彰状
及び記念品が授与されました。
　また、今回の授与式は、新型コロナウイルス感染症の
予防対策として、会場とオンラインの併用により行い、
2名の受賞者がオンラインにて出席しました。

オンラインにて出席の受賞者井関学長（前列左から4人目）と受賞者
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令和3年度10月期大学院入学式を挙行しました
　令和3年度10月期入学式を10月5日（火）、品川キャ
ンパス楽水会館大会議室にて挙行しました。
　本学では、大学院（海洋科学技術研究科）に10月期
入学の制度があることから、この時期に開催しており、
新入生の多くが留学生のため、例年どおり、司会や学長
式辞は全て英語にて執り行われました。
　新入生は、博士前期課程36名、博士後期課程26名
の計62名が東京海洋大学生として、新たな一歩を踏み
出しました。
　井関学長は式辞の中で、「海洋産業AIプロフェッショ
ナル育成卓越大学院プログラム」や「水圏生殖工学研
究所」設立といった、本学の取り組みを紹介するととも
に、「近年の様々な環境問題を解決するためには、多岐
にわたる分野において若い力が必要となる。そのため、
様々な国から多彩な学生が本学に入学してくれたこと
を、喜ばしく思う。充実した学生生活を送ることを願っ
ている。」と述べ、今後活発な研究活動が行われていく
ことへの期待感を示しました。
　今年度は、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、出席者を新入生と教職員のみに限
定し、検温や座席間隔の確保等、例年とは異なる形式と
なりましたが、新入生の門出を祝う和やかな雰囲気の中
での開催となりました。 博士後期課程の入学許可

井関学長の式辞

博士前期課程の入学許可
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汐路丸竣工披露式を開催しました
　令和3年10月14日、東京海洋大学練習船汐路丸竣工
披露式を越中島会館講堂にて執り行いました。この度
の式典は、新型コロナウイルス禍でもあることから規模
を縮小して実施し、関係機関からの来賓の皆様及び本
学の関係者の約60名が参加しました。
　式典では、井関俊夫学長の挨拶の後、文部科学省高
等教育局専門教育課課長補佐の奥井雅博様、国立研究
開発法人水産研究・教育機構理事・水産大学校代表の
荒井修亮様及び独立行政法人海技教育機構総務担当理
事の久門明人様より祝辞を賜りました。続いて、本船建
造に多大なご尽力を頂いたジャパン マリンユナイテッド
株式会社様及び一般社団法人海洋水産システム協会様
に対し、井関学長より感謝状が贈られました。その後、
汐路丸代船建造委員会委員長の竹本孝弘教授より汐路

丸の紹介が行われ、閉式となりました。また、式典後に
は、豊海水産埠頭へ移動し、来賓の皆様に最新の機器
を搭載した汐路丸の船内をご覧頂きました。
　この度の汐路丸の竣工により、本学の教育・研究の更
なる発展が期待されています。

井関俊夫学長挨拶 船内見学に向かう人々

文部科学省高等教育局専門教育課　奥井課長補佐



学生相談室からの

お知らせ

学生相談（カウンセリング）
　学生生活、進路、対人関係で悩みがある場合は、専
門カウンセラーが相談に応じます。
　話をしてみることで、あるいは自分の思いを表現し
てみることで、思いのほか気持ちが楽になったり、次

への展開へのきっかけが見つかったりもするものです。
相談内容についての秘密は厳守されています。
　当面の間、新型コロナウイルス感染症の対応として
原則、電話でのカウンセリングとなります。なお曜日
変更となる場合がありますので、HPをご確認ください。

学生相談室について

場　　所

場　　所

日　　時

日　　時

相 談 員

相 談 員

予約方法

予約方法

大学会館１階学生相談室

越中島会館１階　学生相談室

※詳細については、保健管理センターホームページをご覧ください。
大学ホームページ ―「在学生の方へ」―「保健管理センター」―「学生相談」

水・金曜日　12：00 ～ 16：00
※詳細については、保健管理センターホームページをご覧ください。
大学ホームページ ―「在学生の方へ」―「保健管理センター」―「学生相談」

井上先生（女性：臨床心理カウンセラー・月曜日担当）
髙井先生（女性：臨床心理カウンセラー・木曜日担当）

善積先生（女性：臨床心理カウンセラー・水曜日担当）
河崎先生（女性：臨床心理カウンセラー・金曜日担当） 

メールでご予約ください。
メール　s-counseling@o.kaiyodai.ac.jp

直接相談室においでくださるか、保健管理センターでご予約ください。
　1. 窓口にて
　2. 電　話　03-5245-7357（保健管理センター事務室）
　3. メール　e-hoken@o.kaiyodai.ac.jp

品川キャンパス

越中島キャンパス
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本学の学生相談体制について

相 談 内 容相談者 相談窓口

その他、相談先がわか
らない場合や、直接担
当者に相談できないよ
うなことは、
 なんでも相談窓口もし
くは 学生意見箱をご活
用ください。

(品）教務課教務係
　　 教務課大学院係
　　 入試課入試第二係
(越）教育支援係

英語学習アドバイザー
(グローバルコモン）

(品）国際・教学支援課留学生係
(越）学生支援係

(品）教務課総務係
(越）教育支援係

(品）学生サービス課学生生活係
(越）学生支援係

(品）キャリア支援センター
　　 キャリア支援係
(越）学生支援係

(品）学生サービス課学生生活係
(越）学生支援係

(品）国際・教学支援課留学生係
(越）学生支援係

(品）学生サービス課奨学係
(越）学生支援係

臨床心理カウンセラー
(学生相談室）

学生支援教員
(各学科学年担当教員）

各教員研究室
(オフィスアワー
　 ：シラバス参照）

指導教員
(海洋工学部のみ）

医師・看護師
(保健管理センター）

ハラスメント相談員

学生生活

健　康

就　職

学　籍

経　済

勉　学

学　生　寮

留学生全般

サークル活動
ボランティア

保　　　険

ハラスメント

健康診断・診察
対 人 関 係
障害者支援

就 職 活 動

休　　学
退　　学

授業料免除
奨　学　金
アルバイト
アパート紹介

成　　績
授　　業
進　　学
英語学習
留　　学
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就職支援体制について
キャリア支援センターでは学生への支援として開催して
いる「就職ガイダンス」、「企業説明会」、「公務員試験対
策講座」及び「各種就職関連テスト」の実施、留学生に
特化した「進路ガイダンス」、職業観の涵養を目的とした
企業による業界セミナー及びエントリーシート添削・面
接対策などの個別就職相談を更に充実させるとともに、
学生の就職に対する意識の向上を促し、教学と学生支援
の協働を緊密に行い進路支援体制の強化を図っています。 
学部生対象のキャリア教育としては、インターンシップ
への参加を意識させることにより、様々な形での社会か
らのニーズに触れ、学生が自分のキャリアデザインに資

する機会を設けています。学部で開講する「キャリア形
成論Ⅰ・Ⅱ」の科目は、キャリア開発に関する講義や産
業界で活躍する人材をゲストスピーカーとして招くとと
もに、学部の特色に応じた社会的な情勢を学生に伝え、
キャリア形成に向けた動機付けを高める内容となってい
ます。 また、特に大学院生に特化したキャリア教育とし
てはキャリア相談等の支援体制を充実させ、特任教授に
よるキャリア開発に関する講義や企業や団体の第一線で
活躍する方を講師に迎えて実施する「高度専門キャリア
形成論I・II」の開講などにより、キャリア開発支援に取
り組んでいます

国立科学博物館および国立美術館の利用について
　本学は、「国立科学博物館　大学パートナーシップ」お
よび「国立美術館キャンパスメンバーズ」に加入してお
ります。

国立科学博物館(上野本館)

附 属 自 然 教 育 園

筑 波 実 験 植 物 園

◆国立科学博物館		大学パートナーシップ利用可能施設

東京都台東区上野公園7－20

東京都港区白金台5－21－5

茨城県つくば市天久保4－1－1

施設名 住　　所

東京国立近代美術館

国 立 西 洋 美 術 館

国 立 新 美 術 館

国立映画アーカイブ

東京都千代田区北の丸公園3－1

東京都台東区上野公園7－7

東京都港区六本木7－22－2

東京都中央区京橋3－7－6

施設名 住　　所

◆国立美術館		キャンパスメンバーズ利用可能施設

　本学の学生証を提示することで、下記施設の常設展が
無料で利用できるほか、特別展・企画展を割引料金で鑑
賞できるなどの特典があるので、ぜひご利用ください。

※国立工芸館も利用できます。
（住所：石川県金沢市出羽町3-2）
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緊急時連絡システムについて

（1）さくら連絡網登録用QRコードまたはURLにアクセスします。
 QRコードはこちら →　　 URLはこちら → http://390390.jp　　
                          URLを直接入力した場合は、
                          認証コードの入力を求められます。
                          認証コード：204 441 4

（2）連絡を受け取りたい方法を【LINE】、【アプリ】、【メール】 から選びます。（※３種類とも登録できます。）
（3）【LINE】 を選んだ場合

①LINEの友だち追加ボタンから登録（追加）します。（トークから登録開始）
②認証コード：204 441 4 を入力します。
③IDとパスコードを入力します。

【アプリ】 を選んだ場合
①さくら連絡網のアプリをインストールします。
②アプリを起動して、認証コード：204 441 4 を入力します。
③IDとパスコードを入力します。

【メール】 を選んだ場合
①登録用メール送信画面に切り替わるので、そのまま送信します。（※メール本文は変更しないでください。）
②さくら連絡網からメールで登録用のURLが届きます。
③URLにアクセスして、登録画面からIDとパスコードを入力します。

（4）メニュー画面（以下、マイページといいます）が表示されたら登録完了です。

緊急時連絡システムに関する問合せ先：　総務部総務課　　so-soumu@o.kaiyodai.ac.jp　　03-5463-0354

（さくら連絡網）
1. 緊急時連絡システムとは
　本学のすべての学生・教職員と緊急時に連絡をとるためのメール・LINE・アプリによる配信システムです。
①台風・地震等の自然災害やインフルエンザ流行等による緊急の休講等を連絡します。
②災害時の安否確認や健康状態の収集手段としても使用します。
③その他、掲示板で告知するお知らせの中で緊急性があり重要と判断するお知らせ等の連絡をします。

2. 登録方法
　携帯電話・スマートフォン等の携帯端末や自宅PC等の複数のメールアドレス（4件まで）、LINE、アプリも登録できます。必ず
登録してください。

3. 登録手順

4.メール受信時の注意
①緊急時連絡システムでは、メール、LINE、を受信者が開封

したかどうかの確認できるシステムです。
 また、アンケート形式で安否確認を行う場合もあります。

受信した場合は、必ず開封し、内容を確認した後、指示に従っ
て回答してください。

②登録用メールが届かない場合は、ドメイン指定受信に
「school-i.net」を追加登録してください。

③マイページ（https://390390.jp/parent/menu）をブッ
クマーク（スマートフォンの場合はホーム画面に追加）し
ておくと、後日、メールアドレスの変更等を行う際に便利
です。また、簡単ログイン設定をしておくと、次回からワ
ンクリックでマイページにアクセスできます。

④配信先の変更を希望する場合やアドレス自体を変更した場
合は、マイページのメニューの「連絡先を追加」から新し

い連絡先を追加するとともに、「登録情報確認」から古い連
絡先を削除してください。

⑤ログインID、パスコードは、各自で管理して下さい。（入
学時に、学部生には大学メールアドレスに配信。大学院生、
非正規生には紙で配付しています。）

⑥パスコードを紛失した場合は、以下の問合せ先へご連絡く
ださい。

⑦緊急時連絡システムは、大学からの送信専用アドレスです。
上記のアンケート形式での回答以外は、大学側では内容の
確認ができませんのでご注意ください。

5.個人情報の取り扱いに関して
　緊急時連絡システムにご登録いただいメールアドレス等、
個人情報に関しては本学個人情報保護規則に則り厳正な取扱
いをいたします。また、上記の目的に限り使用し、他の目的
で使用することはありません。
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What is the Emergency Contact System?
     The purpose of this system is to contact students, professors and university staff members by email in the following cases:
1.  to inform them when classes are suddenly canceled due to a natural disaster (typhoon, earthquake), a flu epidemic or other reasons
2.  to gather information about the safety and health of university members after a disaster
3.  to inform urgent and important information displayed on the university’s notice boards

How to register
    Please register multiple mail addresses (up to Four) or LINE or app of mobile terminals such as mobile phones, smart phones, and 
home PC in order to confirm the correspondence from university in emergency surely and promptly. Please be sure to register.

Registration proces

Emergency Contact System

1. Access the QR code or URL for Sakura Renrakumouregistration.
QR code  URL
  http://390390.jp
  
 
 
 

2. Choose a method by which you would like to receive from the university, “LINE” or “app” or “Email.”
    *You can also register both.

3. When you choose “LINE”,
① register (add) from LINE's Add Friends button. (i.e.,start from “Talk” page).
② input Authentication code: 204 441 4.
③ input ID and Passcode.

　When you choose “app”,
① Install Sakura Renrakumou app.
② input Authentication code: 204 441 4.
③ input ID and Passcode.

　When you choose “Emai”,
① the page moves to the registration mail sending screen, please send the mail.
     *Please do not change the mail body.)
② receive an email for registration from  from Sakura Renrakumou.
③ access the URL and enter the ID and passcode on the registration screen.

4. Registration is completed when the menu screen is displayed.

“さくら連絡網 (Sakura Renrakumouregistration)”

Notes
・The system is configured to detect whether recipients have accessed their messages. It is also used to gather information about the 

safety of the registered community through questionnaires. When you receive it, please ensure that you open the message and reply 
according to the instructions.

・If you fail to receive the registration form after sending a registration email, please check your mobile phone’s spam filter settings. 
Add the domain name school-i.net to your list of authorized contacts.

・Add the system login page (https://390390.jp/parent/login) to your bookmarks to easily access your email and passcode settings.
・Manage your ID and passcode carefully, and make sure that you change your passcode after logging in for the first time.
・To change your delivery settings, register a new email address.
・If you forget your passcode, contact the responsible section using the contact details below.
・The system is a send-only address. Please keep in mind that the university cannot receive emails sent to this address.

Privacy policy
   Email addresses and other personal information registered on the system are strictly protected according to the university’s privacy 
policy. The system is used exclusively for the purposes stated above.

Contact
General Affairs Department, General Affairs Division
Email: so-soumu@o.kaiyodai.ac.jp          Tel: 03-5463-0354
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情報システムに関する全学問合せ窓口
メール　　ict-support@o.kaiyodai.ac.jp　　内線 0446

附属図書館（品川）１階事務室内　（担当：学術情報課情報企画係）

大学配布ソフトウェアの入手方法 https://sites.google.com/site/kaiyonet2016/
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40 悪質な就活商法に関する注意喚起
　各大学で、学生に対して就職活動を支援するためのセミ
ナー等を企画し、高額な参加費を徴収する団体による被害
が発生しています。
なお、参加費が無料である場合も注意が必要です。そのセ
ミナー等がカルト団体の勧誘窓口となっている場合があり
ます。
　本学においても、近年、そのような団体に入会して脱退
する時に苦労した事例や、学内において強引な勧誘行為が
あったとの相談が寄せられた事例があります。
　就活イベントの会場周辺では就活生の不安につけ込み、
親しげに声をかけ就活商法の勧誘を行う者がおり、安易に
氏名や携帯番号を教えている就活生も多いようです。 

 　セミナー等の就活商法については、 安易に個人情報を伝
えることのないようご注意ください。国民生活センターに
よると、就活商法の被害相談は、 毎年１００件を超えてい
るそうです。 
　「被害に遭った」「意に反して強引に勧誘された」等の場合、
遠慮なく〔相談窓口〕へご相談ください。
（品　川）学生サービス課学生生活係
（越中島）越中島地区事務室学生支援係

《品川キャンパス》
学務部事務室
（講義棟1階）

キャリア支援センター
(白鷹館1階）

《越中島キャンパス》
越中島地区事務室
（1号館1階）

《品川キャンパス》
入　　試　　課
（本部管理棟1階）

窓　口

学生関係窓口からのお知らせ

◯授　業　期　間	 8：30	～	18：00

◯春・夏・冬季休業期間	 9：00	～	12：00
	 13：00	～	17：00

◯授　業　期　間	 8：30	～	12：00
	 13：00	～	17：00

◯春・夏・冬季休業期間	 9：00	～	12：00
	 13：00	～	17：00

窓口対応時間

※新型コロナウイルス感染拡大防止等のため、各キャンパスの窓口対応時間が変更となることがあります。

　両キャンパスの学生関係の窓口対応時間は下記のとおりです。
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東京海洋大学校友会のご案内

Q1.「東京海洋大学校友会」とは何ですか？
　本学は、2017年4月の新学部設立を機に
国内における唯一の海洋系総合大学として体
制を強固にしました。今後、社会全体に強く
その存在をアピールしていくため、2018年
4月、全学的に「校友」同士の交流を活発化
させ、本学の発展に寄与することを目的とし
て、「東京海洋大学校友会」を発足しました。

Q2.「校友」とは誰ですか？
　東京海洋大学および東京水産大学、東京商
船大学等前身校の卒業生、在学生、在学生・
卒業生の保護者、教職員の皆さまです。ホー
ムカミングデーや練習船見学会など、「校友」限定イベントも企画し、「校友会ホームページ」や「校友会メルマガ」でお
知らせいたしますので、ぜひご参加ください。

Q3.「校友会ホームページ」とは何ですか？私もアカウントを貰えますか？
　SNS機能、校友会メルマガ、公認課外活動団体ポータルサイトなど様々な機能を備えた「校友」限定ホームページです。

「校友」の皆さまには個別アカウントを配布しております。（登録及び会費は無料です。）

　また、本学卒業生を支援する同窓組織として
「楽水会」「海洋会」があります。
本学卒業生との強固なネットワークを築いて
おりますので、ぜひご加入ください。
楽水会：http://rakusui.or.jp/
海洋会：http://www.kaiyo-kai.com/

校友会に関する問合せ先：
　東京海洋大学校友会事務局
　　電話番号：03-5463-4014　　
　　メールアドレス：koyukai@o.kaiyodai.ac.jp

校友会ホームページ（       QRコード       ）

【アカウント取得方法】
○在学生の方：大学メールアドレス（～＠edu.kaiyodai.ac.jp）宛にID・パスワードを送付済みです。
　　　　　　　不明な場合は、再送も可能ですので、お気軽に校友会事務局にお問合せください。
○卒業生・保護者の方：校友会ホームページの「新規登録」ボタンから、ぜひ申請をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　（校友会事務局で内容を確認後、ID・パスワードを送付します。）

★★★ご卒業を控えた方へ★★★
【重要】ご卒業後も引き続き利用いただけるようにするため、卒業前に「連絡用メールアドレス」の変更をお願い
いたします。※初期設定の大学メールアドレスは、卒業後に使用できなくなります。

（ログイン後の画面「プロフィール設定」＞「プロフィールの編集」＞「連絡用メールアドレス」）

海洋大の「今」が分かるコンテン
ツを少しずつ充実させています。
開発中の機能もありますが、ぜひ、
実際に使ってみてください。
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掲　示　版
薬物の乱用について―――――――――――――――――――――――――――――――――――――
薬物の乱用は、本人の精神と身体に危害を及ぼします。また、友人や家族関係の崩壊にもつながるなど、
本人だけでなく、社会全体に計り知れない影響をもたらします。このため、薬物の所持や使用は法律で
禁止されており、違反者は厳罰に処せられます。
薬物に対して安易な気持ちや一時の興味で接することのないよう十分注意してください。

盗難に注意――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
下記の事項を守り、自己管理を徹底してください。
　・貴重品は、できる限り大学には持参しないでください。
　・やむを得ず所持する場合は、各自でロッカーに鍵をかけて管理してください。
　・鍵は安易に解錠出来ないもの（ダイヤル式など）を選んでください。

悪質商法等に注意―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
消費者契約等に関するトラブルが増加しています。うまい話には要注意です。少しでも疑問を感じたら
契約しないでください。また、身に覚えのない請求などは支払わないでください。
訪問販売や電話勧誘販売など、特定の取引の場合に、一定期間内ならば理由を問わず解約できるクーリ
ング・オフ制度があります。もしも被害に遭ってしまったときは消費生活センターに相談してください。

カルト団体等の偽装勧誘に注意――――――――――――――――――――――――――――――
キャンパス内において、自らが宗教団体であることを名乗ることなく、サークル活動や自主ゼミと称し、
特定の反社会的なカルト団体に引き込もうとする「偽装勧誘」の事例があります。
声を掛けられておかしいなと感じた場合はキッパリと断り、安易に電話番号、メールアドレス等を交換
しないでください。また、不審な団体と感じたとき、あるいは勧誘活動を受けた場合は、下記まで知ら
せてください。

●品 川 キ ャ ン パ ス：学生サービス課学生生活係
●越中島キャンパス：越中島地区事務室学生支援係

飲酒についての注意事項――――――――――――――――――――――――――――――――――
（1）未成年者の飲酒は法律で禁止されています。

アルコールには麻酔作用があるので、未成年者が飲み方や適量もわからず無理に飲むと、急性アル
コール中毒を起こしやすいといわれています。もし、誰かに勧められても、きちんと断ることが大
切です。

（2）飲酒の強要は絶対にしないこと。
未成年者やお酒に弱い方にお酒を強要することは絶対にしないでください。

（3）飲酒運転は厳禁です。
「道路交通法」では飲酒運転のほか、飲酒者への車両の提供、運転者への酒類の提供、飲酒運転の車
への同乗についても禁止されており、厳しい罰則が課せられます。

SNS、ツイッター、ブログ等の利用に関する注意事項――――――――――――――――
Facebookやツイッターに代表されるSNS（ソーシャルネットワークサービス）、あるいはブログなどを
利用していると思いますが、インターネット上に書き込んだ内容は全世界に公開されることとなります。
転載・拡散された場合等には、長期間ネット上に残り、何らかのきっかけで問題となることがあります。
SNSなどインターネットへの書き込み、写真や映像の掲載・投稿には十分注意し、 個人情報は書き込ま
ないようにしてください。
大学ホームページ－「在学生の方」－「情報セキュリティ」－「情報倫理ガイドライン」 何か困ったこ
とがあれば、周りの人に相談するようにしてください。SNS の公式サイトのヘルプや問合せ窓口など
も参考にしてください。



お問い合わせ、ご連絡先

●編集/学生支援委員会（学生広報・修学支援調査小委員会）／市田健介（海洋生命科学部）／松本洋平（海洋工学部）／
山中寿朗（海洋資源環境学部）／福岡美香（大学院海洋科学技術研究科）

●事務/学生サービス課　学生生活係　●発行/東京海洋大学　TEL03（5463）0433  FAX03（5463）0437
ホームページ　https://www.kaiyodai.ac.jp/

『拓海』は環境に配慮し、リサイクルペーパーを使用しています。
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2021年度  旅立ち
卒業特集

卒業生・修了生のみなさんへ
卒業生・修了生から在学生へ

卒業、修了する先輩留学生から在学生へ

退職の年を迎えて

大学院紹介

グローバル人材育成プログラム

海洋工学部国際交流プログラム

業界で活躍しているOB・OGの方々

海鷹祭の紹介

新任教員の紹介

学生の課外活動報告

ニュース&トピックス

学生相談室からのお知らせ
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